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日本地質学会第107年年会予告
松江大会

会期　2000年9月29日～10月1日

2000年日本地質学会年会松江大会のご案内をいたします．松江大会では，一般発表のほか，シンポジウム，見学旅行，ま
た，普及行事として市民講演会，山陰地質情報展，市民向け見学旅行など盛りだくさんの催しが企画されています．
一般発表は，各専門部会を中心に提案された29件の定番的セッションと9件のカレント・トピックセッションが準備されて
います．また，広いポスター発表会場が用意されていますので，じっくりと議論のできる，ポスター発表についてもご検討下
さい．昨年とは，申込み方法や申込期限などの変わっているものがあります．以下の案内を注意深くお読みいただき，お間違
いのないよう，早めにご準備下さいますようお願いします．松江大会に関する最新情報は，松江大会ホームページ（http://
utamaro.riko.shimane-u.ac.jp/congress.html）に順次掲載しますので，こちらの方もご覧下さい．

1． 日　　程
9月26日（火）～28日（木）：見学旅行
9月29日（金）：シンポジウム，一般発表（口頭），懇親会
30日（土）：一般発表（口頭・ポスター），専門部会ランチョン　

10月 1 日（日）：一般発表（口頭・ポスター），専門部会ランチョン，市民講演会
2 日（月）～4日（水）：見学旅行

関連普及行事
9月17日～10月9日（休日利用の日帰り）：市民向け見学旅行
9月29日（金）～10月1日（日）：山陰地質情報展
10月 1 日（日） 全国石のシンポジウム
2． 会　　場（会場への交通は，（13）ぺ一ジの案内図を参照して下さい）
9月29日（金）～10月1日（日） 島根大学，松江テルサ

3． シンポジウム
9月29日（金） 13 : 00_17 : 00，会場：島根大学
「自然現象予測への地質学の貢献」 （世話人：横田修一郎・釜井俊孝・井村隆介）
関連シンポジウム
9月29日（金） 10 : 00_17 : 00，会場：島根大学
国際シンポジウム「ヒマラヤ・チベットの上昇と気候変動」
主催：国際シンポジウム「ヒマラヤ・チベットの上昇と気候変動」実行委員会　後援：日本地質学会・日本第四紀学会
実行委員：在田一則・酒井治孝・福沢仁之・高安克己
4． 普及行事
（1） 市民講演会　10月1日（日），14 : 00_16 : 30

主催：日本地質学会　後援：島根大学ほか　会場：松江テルサ（JR松江駅前）
徳岡隆夫（島根大学）「汽水湖の自然史―中海・宍道湖を例として―」
尹　銑（ユン　サン）（釜山大学校）「日本海の生い立ち―韓半島と山陰の地質から―」

（2） 山陰地質情報展「地質が明かすくにびきの里」

山陰地方の地質を主な題材に，小学生から大人の方まで楽しめる地質の展示や体験コーナーを設置します．一般の
方々に地質学の研究内容が身近なものであると感じることができるよう．地質調査所が主体となって企画したイベント
です．募集要項は次ページ参照．
9月29日～10月1日（開館時間9 : 30～17 : 00，10月1日は9 : 30～16 : 00）
主催：地質調査所・日本地質学会　後援：島根大学ほか
会場：松江テルサ（JR松江駅前）
主な内容：山陰の地質，中国地方の地震と活断層，山陰沖の海洋地質，山陰の鉱物資源，山陰の温泉と地熱，宍道湖と
中海の環境，山陰地方の地球化学図，アジアの地質，海外の地質図展，たたら，実習及び体験（化石レプリカ，地学
クイズ，鳴き砂ほか），関係機関の展示・実演

（3） 企業等団体展示会　9月29日（金）～10月1日（日） ＜申込〆切　6月30日（金）＞
☆出展募集：地質関係企業（協賛企業）の活躍を，地質学会会員に紹介し，広める場を提供します．ぜひ多数の企業が
ご参加下さるよう，お待ちしています．なお，出展1件あたり1万円の出展料をいただきますが．本大会への協賛企業
は無料です．参加・展示希望の企業は，6月30日までに下記へご連絡・お申し込みをお願いします．
＊展示会場は島根大学の「ポスター会場」となります．

1（ ）



〒690_8504 島根大学総合理工学部地球資源環境学教室
担当：石賀裕明　電話 : 0852-32-6459，e-mail : ishiga@riko.shimane-u.ac.jp

（4） 市民向け見学旅行 9月17日（日）～10月9日（月）
市民向けの見学旅行を計画しました．下記のようなコースを予定しています．いずれも休日の日帰り旅行で，自然に

ふれながら楽しい一日を過ごしていただくイベントです．詳細は後日お知らせしますので，ご家族やお知り合いの方に
ご紹介ください．
・天然の博物館・石見畳ヶ浦
・大根島と中海：ミニ・ハワイ島，ミニ・東アフリカ大地溝帯
・三瓶自然館と三瓶火山
・奥出雲多根自然博物館と小馬木鉱山での鉱物採集

（5） 第1回全国石のシンポジウム 10月1日（日）
会場　宍道町農村環境改善センター（宍道町上来待213_1 電話：0852_66_3554）
問い合わせ　電話：0852_66_9050，担当：永井　泰（来待ストーン館長）
主催：宍道町，（財）宍道湖西岸森と自然財団　後援：日本地質学会
宍道町の地場産業，出雲石灯ろうの原材料来待石を実際に見ていただき，パネルディスカッション，セッション別分

科会によって石の歴史文化に触れ，未来に向けての新たな提言をします．翌日，奥出雲博物館巡りの見学旅行を実施し
ます．こちらにもご参加下さい．

☆山陰地質情報展参加団体募集のお知らせ

咋年の中部地質情報展と同様に，参加していたただける公共団体・博物館・企業等を募集しています．それぞれの参加
者のPRにもなります．ふるってご参加ください．参加を申し込まれる場合は，展示項目の内容，必要スペース等を相談
させていただきますので，早めに下記までご連絡下さい．

展示：2000年9月29日（金）～10月1日（日）
見学対象：一般（小学校高学年から中学生で理解できる程度）
申込期限：2000年6月30日
申し込み・問い合わせ先：工業技術院地質調査所産学官連携推進センター
〒305_8567 茨城県つくば市東1_1_3
電話 : 0298_61_3717 Fax : 0298_61_3569 e-mail : iizasa@gsj.go.jp
http ://www.gsj.go.jp/HomePageJP.html

5． 一般発表の募集について　＜〆切6月30日（金）＞
下記の要領にて一般発表（口頭，ポスター発表）を募集します．とじ込みの（A）一般発表申込書と（B）一般発表受理

通知の往復ハガキに必要事項を記入し，6月30日必着で行事委員会（東京）宛にお送り下さい．
（B）一般発表受理通知（返信用ハガキ）にも50円切手を貼り，住所・氏名をご記入下さい．プログラムの編成が終わり
次第，発表セッションや発表日時などを加えて，受理通知を返送します．なお，発表セッションや会場・時間などのプログ
ラム編成につきましては，各セッションの世話人の協力を得て，行事委員会が決定します．申込者の希望は尊重しますが，
申込み人数の多少や時間的制約などで，必ずしも希望に添えない場合があることを予めお断りします．今大会ではポスター
発表の会場として広い体育館を用意して多数の発表ができるよう，会場作りも工夫しています．
（1） セッションについて

本年会は，9月29日から10月1日（金－日）の3日間で一般発表を行います．専門部会の提案などにより29件の定番的
セッションと，9件のカレント・トピックセッションを設けました（表1参照）．

（2） 発表に関する条件

日本地質学会の会員は，口頭発表かポスター発表かのいずれかの方法で，1人1題に限り，発表をおこなうことができ
ます．共同発表の場合は上記の条件を講演者（＝筆頭発表者）に適用します，なお，招待講演は非会員のみとします．

（3） 発表申込書記入の注意

①すべての項目について楷書ではっきりと書いてください．
②発表方法については，「口頭」「ポスターセッション」，「どちらでもよい」のいずれかを選択して○印を付けて下さい．
ただし，申し込み〆切後の変更はできません．
③発表題目，発表者氏名について，行事委員会では申込書と講演要旨との照合・確認をしませんので，必ず両方を一致さ
せてご記入ください．
④共同発表の場合は全員の姓名を完記してください．所属は不要です．
⑤発表を希望するセッションは順位をつけて第3希望まで選び，セッション番号とセッション名（頭から8文字未満で適
宜）を記入して下さい．
⑥コメント欄について：発表の対象とする地域の記入を要するセッションについてはこの欄に国名・県名等を記入して下
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さい．また，関係する一連の発表があるときは，その順番希望等もこの欄に記入して下さい．
⑦スライド使用について：経費節減のため，どうしてもスライド使用の必要のある場合に限ってのみ申し込んで下さい．
スライドプロジェクターは希望があった場合に限り用意しますので，スライドを使用する方は「スライド使用」に○印
をつけて下さい．
⑧招待講演を除いて，非会員は筆頭発表者にはなれません．必ず6月30日までに入会手続きを行って下さい．

6． 講演要旨原稿の提出について　＜〆切7月31日（月）＞
一般発表者の原稿割当てはA4判1枚．（P（5）のフォーマット参照）で，印刷仕上り0.5ぺージ分です．1ページに2件分

ずつ印刷します．原稿はそのまま版下とし，印刷の際に70％程度に縮小します．文字サイズ，字詰めおよび鮮明度には十
分配慮し，オリジナルか，鮮明にコピーしたものをお送り下さい．ファックスやe-mailでの原稿送付は受け付けません．
7． 発表要領
（1） 口頭発表

①講演時間は1題あたり15分（討論時間3分を含む）です．講演者は討論時間も含めて，余裕を持って講演を行ってくだ
さい．持ち時間を十分に考慮して構成してください．
②各会場にはオーバーヘッドプロジェクター1台とスクリーン1幕を設置します．なお，スライドプロジェクターは，発
表申し込み時に希望があった場合にのみ用意しますので発表申込書で必ず申告して下さい．ビラの使用はできません．

（2） ポスター発表

①1題について1日掲示できます．
②各日のコアタイム（13 : 00_14 : 00）には発表者はその場に立ち会い，説明をするものとします．
③ボード面積は1題あたり，縦180cm，横180cmです．
④発表番号・発表題名・発表者名をポスターのタイトルとして明記して下さい．
⑤お願い：発表者ご自身で掲示に必要な画鋲・テープ等のご持参をお願いします．

（3） 発表者の変更

あらかじめ連記されている共同発表者内での変更は認めますが，必ず事前に行事委員会へ連絡して下さい．この場合も
新筆頭講演者については5項（2）の条件が適用されます．

（4） 口頭発表の座長の依頼について

セッションによっては各会場の座長を参会者にお願いすることになります．あらかじめ座長依頼を差し上げることにな
りますが，その際には是非ともお引き受けいただき，ご協力をお願いします．

8． 見学旅行参加申し込み要領　＜〆切8月7日（月），送金〆切9月14日（木）＞
今回は会期の前後に14コースの見学旅行を計画しました（表2参照）．参加ご希望の方はとじ込みの往復ハガキ（C）に

より8月7日までに準備委員会（島根大学）宛に申し込んでください．
申込みのハガキには往・復とも50円切手を貼って出してください．折返し受付通知を返送しますので，それを確認した

上で，旅行費用全額を本号とじ込みの振替用紙にて9月14日までにご送金ください．ご送金いただいた場合には入金確認証
（ハガキ）を発行しますので，ハガキを受付にご持参下さい．8月8日以降9月14日（木）までに参加申込みを取り消された
場合には一律1,000円の取消手数料を，9月15日（金）以降に取り消された場合の取消手数料は，各班により異なりますの
で，見学旅行係にお問い合わせ下さい．また，申込みに際し希望の班が満員の場合に備え，①9月14日までのキャンセル待
ち，②第2，3希望の班の指定，③他班希望なしキャンセル待ちせず，のいずれかを必ず指定してください．参加者の少な
い班については中止せざるを得ない場合もありますので，予定が決まり次第，お早めにお申し込みください．非会員の参加
については，申込み〆切時点で定員に余裕があれば可能ですので，予めお申し込みおき下さい．
9． 夜間小集会の申込要領　＜〆切6月30日（金）＞
9月30日，10月1日（18 : 00～20 : 00）に夜間小集会の開催を希望する方は，①集会の名称，②世話人氏名，③集会内容

（50字以内），④参加予定数，⑤スライド/0HPの要・不要，⑥その他特記すべきこと，をハガキなどに明記して．行事委員
会（東京）宛に申し込んで下さい．申し込み〆切りは6月30日です．なお，世話人の方は集会内容をニュース誌の大会記事
の原稿（800字以内）として投稿下さい（原稿11 月10日〆切）
10． 参加登録費の事前払いについて　＜送金〆切9月14日（木）＞
大会当日の混乱を避け，受付をスムーズに進めるため，参加登録費を事前に郵便振替でご送金いただくことにします．ご

送金いただいた場合には入金確認証（ハガキ）を発行します．当日はそのハガキを受付にご持参下さい．
事前参加登録費，（ ）内は当日払い
正会員：2,000円（3,000円）
院生・学生会員（非会員学生を含む）・名誉会員：1,000円（2,000円），
非会員（一般）：3,000円（4,000円）
＊なお，万一不参加の場合，学会事務局に入金確認証を送付して下さい．登録費の処置については下記のようにします．
名誉会員を除く会員の場合：手数料200円を差し引き残額を通常の学会費に繰り入れ．
名誉会員・非会員：後日，手数料と返送料を差し引いて返却．
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11． 講演要旨頒布（予約）について　＜予約・送金〆切9月14日（木）＞
講演要旨は原則として予約頒布です．残部があれば予約者以外の方にもお頒けしますが，売り切れとなりご迷惑をおかけ

することも多くあります．参加の有無にかかわらず，購入予定の方は必ず予約注文をお願いします．お申し込みと送金は本
号綴じ込みの振替用紙にて9月14日（木）までにお願いします．会場受け取りで予約下さった方には入金確認証（ハガキ）
をお送りします．当日はこのハガキを受付にご持参下さい．
前金予約　①会場受け取り：会員3,000円，非会員4,000円/冊

②郵送：会員3,500円，非会員4,500円/冊（含送料500円）
複数部数の郵送価格＝3,000円×部数＋下記の送料
送料：2部600円，3部800円，4部1,000円，5部1,200円
予約外（当日販売）：会員3,500円，非会員4,500円

12． 懇親会参加申込要領　＜申込〆切9月8日（金），送金〆切9月14日（木）＞
懇親会は9月29日（金）午後6時から8時まで，島根大学会館で行います．会費は正会員5,000円，名誉会員・院生・学生
会員および会員の家族は2,500円です．非会員の会費は会員に準じます．準備の都合上，前金制の予約参加とします．余裕
があれば当日参加も可能ですが，会費はそれぞれ1,000円ずつ高くなります．予約はとじ込みのハガキで（C，見学旅行申
し込みと兼用）で9月8日までにお申し込み下さい．会費はとじ込みの振替用紙にて9月14日までにご送金下さい．ご送金
下さった方には入金確認証（ハガキ）をお送りします．当日はこのハガキを受付にご持参下さい．なお，参加取り消しの場
合でも会費の返却はしませんのでご了承下さい．
13． 展示・販売関係申込要領　＜〆切8月31日（木）＞

年会開催期間中の展示・販売関係は，9月29日_10月1日（会場：島根大学）の3日間とします．問い合わせおよび申込
は8月31日までに直接準備委員会（島根大学，担当:石賀）へお願いします．
14． 保育室の開設について　＜利用申込〆切6月30日（水）＞
乳幼児・児童を同伴する参加者のため，学会会期中，下記のように臨時保育室を設けます．保育室および託児サービスは，

準備委員会（担当：木村・大平）と保育室世話人グループ（代表：清水以知子）が担当します．保育室に利用には，事前の
申し込みが必要です．申し込みの方法や保育室の詳細については，今後，登録いただいた方に主としてe-mailでご案内しま
す．6月30日までに，清水（ichiko@eps.s.u-tokyo.ac.jp）まで，e-mailで登録して下さい．電子メールの使用が困難な場合は，
Fax（03_5841_4569）にてご連絡下さい．登録に必要な事項は，（a）保護者氏名（地質学会会員は学会登録名でお願いしま
す）・連絡先，（b）子供の氏名・性別・生年月日です．（これから出産の場合は，出産予定日をご記入下さい）．利用者が極
端に少ない場合は託児サービスを中止する場合もありますので，あらかじめご了解ください．
（1） 保育室は，島根大学会館（島根大学キャンパス内）の和室を予定しています．
（2）隣接した部屋で湯沸かし器が使えます．その他の設備については検討中ですが，乳幼児の年齢・月齢を配慮して，でき

るだけ対応していきたいと考えています．
（3） 託児サービスは（有）ケアサービス松江（TEL（0852）21_3725，Fax（0852）21_3725）に依頼します．
（4） 料金は昨年度の実績から，2,000円/半日程度を見込んでいますが，利用者の数などにより変動します．
（5） 保護者などが同伴する場合で，ベビーシッターを頼まず部屋のみ利用したい方は別途ご相談下さい．
（6） 学会は，事故等に対する責任は一切負いません．補償はベビーシッター契約の中の保険の範囲でまかなわれます．
15． 宿泊・交通について　＜申込〆切8月25日（金）＞

会員の便宣のために，宿泊・交通等の斡旋を西日本旅客鉄道株式会社ＴｉＳ松江支店に委託しました．基本的には松江市
内での宿泊・航空券・JR券の斡旋になります．その他，期間中の昼食弁当の手配もします．別記所定の申込み方法に従い，
8月25日までに，お申し込み下さい．また，ＴｉＳ松江支店作製のホームページ（http://wwwl.odn.ne.jp/̃ccx86770/
top.html）からの宿泊・交通等の申込みも可能ですので，ご利用下さい．
16． 準備委員会組織

諸連絡の代表窓口は大会事務局の高須　晃（電話・FAX 0852_32_6461，e-mail : takasu@riko.shimane-u.ac.jp）です．ま
た，それぞれ担当が決まっていますので，係に直接ご連絡も可能です．各係の代表者の氏名の次のカッコ内は連絡先（電
話；e-mail）です．
特に指定のない限り，電話は0852_32（＊＊＊＊），e-mailは（＊＊＊＊＊）@riko.shimane-u.ac.jpです．
大会準備委員長 徳岡隆夫（6464 ; tokuoka）
副準備委員長 山内靖喜（6463 ; yamauchi）・永島晴夫
事務局長 高須　晃（6461 ; takasu）
プログラム 高安克己（一般講演・地質情報展：6451 ; takayasu@soc.shimane-u.ac.jp）；横田修一郎（シンポ

ジウム：6445 ; yokota）；瀬戸浩二（市民講演会：6450 ; seto）・福岡　孝・菅田康彦・永井　泰
会計 飯泉　滋（6459 ; iizumi）
会場 木村純一（6462 ; jkimura）．大平寛人
展示・販売 石賀裕明（6454 ; ishiga）
見学旅行 沢田順弘（6458 ; sawada）・野村律夫
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宿泊・交通 角替敏昭（6310 ; tunogae@edu.shimane-u.ac.jp）・赤坂正秀
懇親会 三瓶良和（6453 ; sampei）
広報 小室裕明（6456 ; komuro）・中山勝博
委員 井上多津男・福田皎二・中村唯史・渡辺正巳・田中秀典

17． 申込スケジュール　＜〆切日厳守＞
○一般発表申込（往復ハガキA, B） 6月30日（金）
○夜間小集会（東京行事委員会へ） 6月30日（金）
○山陰地方地質情報展（地調へ） 6月30日（金）
○企業等団体展示会（松江準備委員会へ） 6月30日（金）
○保育室利用申込（世話人代表へ） 6月30日（金）
○講演要旨原稿提出（東京行事委員会へ） 7月31日（月）
○見学旅行参加申込（往復ハガキC，D）， 8月 7 日（月）
○宿泊・JR・航空券など（T i S松江支店） 8月25日（金）
○展示・販売委託関係申込（松江準備委員会へ） 8月31日（木）
○懇親会参加申込（ハガキC） 9月 8 日（金）
○講演要旨予約申込と送金（とじ込み振替用紙） 9月14日（木）
○参加登録費，見学旅行・懇親会参加費の送金（とじ込み振替用紙） 9月14日（木）
＊「入金確認証」（ハガキ）は送金〆切後，9月20日頃にお送りします．全ての送金項目内容が1枚のハガキに記入されて
います．

日本地質学会行事委員会

〒101_0032 東京都千代田区岩本町2丁目8_15 井桁ビル6F
電話 03_5823_1150，Fax 03_5823_1156
e-mai1 : geosocjp@ra2.so-net.ne.jp
日本地質学会第107年年会（松江大会）準備委員会

〒690_8504 松江市西川津町1060
島根大学総合理工学部地球資源環境学教室
電話・Fax：0852_32_6461
ホームページ：http://utamaro.riko.shimane-u.ac.jp/congress.html
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表1．セッション一覧

特に断りのないものは口頭とポスターの両方を募集．申込時に地域名の記入が必要なセッションには「地域名必要」と添え
書き．テーマ名，世話人（左端が責任者），趣旨の順．

＜カレント・トピックセッション：9件＞

1． ノンテクトニック構造

永田秀尚（北海道大・大学院nagatahide@email.msn.com）・横田修一郎（島根大・総合理工 yokota@riko.shimane-
u.ac.jp）・田近　淳（北海道立地質研究所　jun@gsh.pref.hokkaido.jp)
地表で見られる地質構造のなかには，重力・応力解放・地下水変化・地盤沈下などにかかわって形成されたものがある．
わが国のように急峻な山地の多いところではそのような事例は多く，こうした構造認識の重要性は世界的にも高まりつつ
ある．このセッションではこうした「ノンテクトニツク構造」の形成機構や一般のテクトニックな構造との識別方法をい
くつかの講演者の事例をもとに議論したい．
2． 細骨材・粗骨材の起源（ソース）とコンクリート劣化

籾倉克幹（基礎地盤コンサルタンツ　momikura.yoshimasa@kiso.co.jp）
コンクリートの劣化については，かねてから海砂，アルカリ骨材反応によるものが指摘され，問題になっていたが，最

近とくにトンネル覆工におけるコールドジョイントの発生とコンクリート劣化がクローズアップされている．すでに対策
の講じられたものもあるが，これらの問題について材料の起源から問題解決への糸口を求める．

3． 考古学への地質学の貢献

趙哲済（大阪市文化財協会　DZT01007@nifty.ne.jp）・渡辺正巳（文化財調査コンサルタント（株） m.watanabe.ar@ma4.
justnet.ne.jp）
最近20年余りの大規模開発に伴う行政（緊急）発掘は，考古学に膨大な情報を提供するとともに，地質学にも新たな

多くの課題を積み上げた．さまざまな人間活動による自然への干渉とその反作用が，地層中にどの様な現象として記録さ
れているのか，考古学から検討が求められる課題は，地質学分野の多岐に及んでいる．層序と堆積，続成作用や変形構造，
古環境，遺物のタフォノミー，年代など，新しい手法の開発などをも含む多方面からの事例発表に基づいて討論を深めた
い．

4． 人間活動による環境変化と生物地理区の変革

野村律夫（島根大・教育　nomura@edu.shimane-u.ac.jp）・松岡数充（長崎大・水産　kazumtk@net.nagasaki-u.ac.jp）・北
里　洋（静岡大・理　sehkita@ipc.shizuoka.ac.jp）
20世紀の人類の活動は自然環境を大きく改変し，生物界に著しい変化を与えつつある．しかし，生物界の変化が人間

活動のどのような要因によって誘発され，その変化過程がどのようなものであるのか，といった点になると現在的な視点
にたった環境科学のみではその因果関係の詳細を解明できないように思われる．層位・古生物学的手法はこの分野にとっ
て重要な貢献をなすことは明らかで，過去から未来へ向けた環境・生物界のあり方について積極的な貢献が可能である．

5． 東部ユーラシアの類人猿とヒトの起源及びその年代・古環境

仲谷英夫（香川大・工　nakaya@eng.kagawa-u.ac.jp）・三枝春生（姫路工大・自然・環境科学研　saegusa@nat-
museum.sanda.hyogo.jp）
タイでは東南アジアで初めてヒト上科（類人猿）化石が発見された．それは，シワリクやトルコの類人猿化石よりも古

く，類人猿の起源や移動時期の再検討が必要となった．また，ミャンマーで世界最古の真猿類が発見され，真猿類のアフ
リカ起源を覆す可能性がある．中国南部では原人化石の年代が従来より100万年ほども新しい約70万年前となり，インド
ネシアや中国へのヒト科の移動が百数十万年前を越えるという可能性は否定されつつある．このような最新の成果とそれ
に関連した年代や古環境の問題を検討したい．
6． 中国地方の第三系－層序と古環境－

瀬戸浩二（島根大・総合理工　seto@riko.shimane-u.ac.jp）・松本俊雄（八千代エンジニアリング　ts-matsumoto@yachiyo-
eng.co.jp）・野村律夫（島根大・教育nomura@edu.shimane-u.ac.jp）
中国地方には，前期～中期中新世と考えられてきた海成・非海成堆積物が点在している．これらの堆積相は，中国山地

の形成と関連し，年代論を含めた多様な見解が提唱されている．本セッションでは，中国地方に点在する地層群を年代層
序学的，古生物学的，堆積学な視点でとらえ，新生代における中国山地の構造発達史を議論する．なお，本セッションは
見学旅行（A_1）に関連して行うものである．
7． 環境修復を含めた地質汚染調査・対策と微生物による重金属の除去および残土の諸問題

田崎和江（金沢大・理　kazuet@kenroku.kanazawa-u.ac.jp）・上砂正一（明治コンサルタント）
環境庁は1999年1月5年ぶりに土壌・地下水汚染調査・対策暫定指針を改訂した．新指針は対策前に汚染範囲の調査を

行うとしている．ここで初めて地質調査の重要性が唱えられた．重金属，有機溶剤，重油などで汚染された地圏，水圏，
生物圏は数多く存在する．それらの浄化法，廃棄物や残土処理方法，汚染による生態系の変化などに化学的，物理的，生
物的な環境修復についての広範な分野からの研究成果の発表を期待する．
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8． 活構造とリフト系：宍道－中海地溝帯を中心にして

山内靖喜（島根大・総合理工　yamauchi@riko.shimane.ac.jp）・沢田順弘（島根大・総合理工　sawada@riko.shimane-
u.ac.jp）・徳岡隆夫（島根大・総合理工　tokuoka@riko.shimane-u.ac.jp）
宍道湖から中海にかけては北側の島根半島に対して地溝状に落ち込んでおり，宍道低地帯（または宍道-中海地溝帯）

と呼ばれている．この地帯に沿っては断層・褶曲運動が活発で，その中の幾つかは活構造である．特に断層に関しては島
根原発増設問題に関連してその延長・活動時期等に議論があり，社会的に注目されている．このセッションでは活断層に
ついての討論とともに，この地帯のリフトとしての性質とその起源を討論する．終了後2時間程度の見学旅行を企画して
いる．
9． 最終間氷期以降の東アジアの気候・環境変動

公文富士夫（信州大・理　shkumon@gipac.shinshu-u.ac.jp）・井内美郎（愛媛大・沿岸環境科学研究センター）
湖沼堆積物や風成堆積物は，かなり長い時間にわたる気候変動を高精度で記録している．陸域～汽水域の堆積物をもと

に，日本列島から東アジアにかけての最終間氷期以降の気候・環境変動に関わる研究成果をあつめ，指標火山灰などを鍵
として対比して，日本列島を含む東アジア地域のローカルな特長を浮かび上がらせたい．

＜定番的セッション：29件＞

10. 海洋地質　地域名必要

西村　昭（akiran@gsj.go.jp）・湯浅真人（地質調査所・海洋）・氏家　宏（拓殖大・工））
海洋地質に関連するすべての分野〔海域の地質・テクトニクス・堆積学・海洋学・古環境学〕からの発表を含む．また，
調査速報やアイデアの発表，地形・地質・画像データなどのポスター発表も歓迎．

11. 地域地質・地域層序　地域名必要

斎藤　眞（地質調査所地質部saitomkt@gsj.go.jp）・岡田　誠（茨城大・理）・天野一男（茨城大・理）
国内，海外問わず各地域に関係した地質や層序の発表を広く募集．地域的な年代，化学分析，リモセン，活構造，応用

地質等の発表も歓迎．地域を軸にして，分野を越えた討論ができることを期待する．地質図や断面図のポスター発表を特
に歓迎．惑星地質も．

12. 年代層序スケール　地域名必要

角井朝昭（地質調査所同位体地学課　sumii@gsj.go.jp）・本山　功（筑波大・地球科学系　motoyama@arsia.geo.tsukuba.
ac.jp）・岡田　誠（茨城大・理　okada@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）
古地磁気層序，生層序，同位体層序，天文年代学など異なる層序学の間の対応関係や放射年代等を用いることにより，

グローバルな年代層序スケールの構築に寄与するような研究講演を募集する．年代測定法の開発や改良に関する講演も歓
迎する．

13. 地域間層序対比　地域名必要

黒川勝己（新潟大・教育　kurokawa@ed.niigata-u.ac.jp）・岡田　誠（茨城大・理　okada@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）
テフラ等の鍵層を用いて異なる地域間の層序対比に主体をおく研究講演を募集する．テフラの岩相や給源火山の推定と

いった鍵層そのものを主体とした研究講演も歓迎する．
14. 砕屑物組成・組織と続成作用　地域名必要

君波和雄（山口大・理　kimi@sci.yamaguchi-u.ac.jp）・公文富士夫（信州大・理　shkumon@gipac.shinshu-u.ac.jp）
砕屑物を構成する粒子の様々な特性（モード組成・化学組成など）や砕屑物の組織特性から，砕屑岩の形成過程や続成

過程を復元し，後背地や地質体の発達史などを議論する．
15. 炭酸塩岩の起源と堆積環境　地域名必要

狩野彰宏（広島大・理　kam@geol.sci.hiroshima-u.ac.jp）・佐野弘好（九州大・理　sano@planet.geo.kyushu-u.ac.jp）
炭酸塩岩・炭酸塩堆積物の組織，構造，岩相，生物相，層序，堆積作用，堆積環境，続成作用，ドロマイト化作用など

の，炭酸塩に関わる広範な問題を対象とし，堆積地質学，古生物学，地球化学など多様な手法による研究を通じて解明さ
れつつある炭酸塩の地球史的意義について討論する．

16. 堆積相と堆積システム・シーケンス　地域名必要

高野　修（石油公団技研　takano-o@jnoc.go.jp）・伊藤　慎（千葉大・理　mito@earth.s.chiba-u.ac.jp）
堆積相の分類・記載，その時空分布をもとにした堆積システムの認定や解釈などを扱う．また，堆積相解析を基礎にし

た堆積システム変遷の解析はシーケンス層序へと進展する．こうした地層形成過程のダイナミックな復元に関連する研究
発表と議論を行う．

17. 堆積一般　地域名必要

安藤寿男（茨城大・理　ando@mito.ipc.ibaraki.ac.jp）・立石雅昭（新潟大・理　sedta9-4@sc.niigata-u.ac.jp）
堆積に関連する全ての内容を含むが，特に他のセッションではカバーできない分野の研究を歓迎する．新しい解析方法

や多方面からのアプローチによる成果発表を行い，広く議論を行う．また，特定の年代や地層群を越えて応用可能な堆積
関連の研究講演を募集する．
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18. 堆積作用・堆積過程　地域名必要

斎藤文紀（地質調査所・海洋　yoshi@gsj.go.jp）・宮田雄一郎（山口大・理）
実験，シミュレーション，現行過程，地層からの考察をもとに，堆積作用や堆積過程に関する討議・発表を行う．ポス

ター大歓迎．
19. テクトニクス　地域名必要

早坂康隆（広島大・理　hayasaka@geol.sci.hiroshima-u.ac.jp）・大塚　勉（信州大・理　otsukat@gipac.shinshu-u.ac.jp）
大小様々な規模の地質構造の成因に関する多方面からのアプローチによる成果発表をひろく募集する．

20. 付加体　地域名必要

鎌田祥仁（山口大・理　kamakama@po.cc.yamaguchi-u.ac.jp）・氏家恒太郎（国立科博　k_ujiie@kahaku.go.jp）
堆積物付加体，褶曲―スラスト帯，地殻付加体に関連する，多分野からの様々な手法に基づいた最新の研究成果の発表を
募集する．研究対象の付加体が，陸域であるか海域であるかは問わない．ポスター大歓迎．

21. 岩石・鉱物の破壊と変形

石井和彦（大阪教育大　kishii@cc.osaka-kyoiku.ac.jp）・小林健太（新潟大・自然科学）
断層岩を含む岩石・鉱物の破壊および変形機構，変形微細構造，岩石・鉱物のレオロジーや物性に関する研究を募る．

観察・観測・分析・理論・数値計算など多方面からのアプローチを歓迎する．
22. 新生代古生物　地域名必要

天野和孝（上越教育大・学校教育　amano@juen.ac.jp）・入月俊明（愛知教育大学・教育　tirizuki@auecc.aichi-edu.ac.jp）
新生代の無脊椎動物化石と植物化石を対象とし，タフォノミー，化石群集に基づく古環境解析，古生態，古生物地理な

どに関する新知見およびそれらに関する新しい解析方法を発表し，広く議論を行う．
23. 中・古生代古生物　地域名必要

江崎洋一（大阪市大・理　ezaki@sci.osaka-cu.ac.jp）・鈴木雄太郎（東北大・理　zxc02667@nifty.ne.jp）
中・古生代の古生物に関する情報は，年代・環境指標として地質学に不可欠である．それらを，系統・分類・古生態・

生層序・タフォノミー・古生物地理などの視点から取り上げたい．
24. 脊椎動物化石

後藤仁敏（鶴見大・歯　K01546@simail.ne.jp）・高橋啓一（琵琶湖博　takahasi@lbm.go.jp）
日本の脊椎動物化石は，古生代の魚類化石，中生代の爬虫類化石，新生代の哺乳類化石など，新しい発見が相次いでい

る．中国地方からも秋吉石灰岩から石炭紀魚類化石，宇部層群から始新世サイ化石，出雲層群から束柱類や魚類化石が発
見されている．これらについて，活発な討論を展開したい．

25. 古生物一般　地域名必要

斎木健一（千葉県立中央博・植物　saiki@chiba-muse.or.jp）
タフォノミーや形態解析，観察手法の開発といった特定の年代や分類群を越えて応用可能な古生物関連の研究講演を募

集する．また，古生物系の他のセッションに当てはまらない内容の講演についても，年代，分類群を問わず歓迎する．
26. 変成岩とテクトニクス

廣井美邦（千葉大・理　yhiroi@earth.s.chib-u.ac.jp）・榎並正樹（名古屋大・理）
地殻の大部分を構成する変成岩類の研究によって，地球内部における巨視的な物質と熱の移動を解明することが可能で

ある．変成岩類の変形流動・熱史・P_T経路などの情報からテクトニクスの解明をめざして，手法を越えた活発な議論を
期待する．

27． 深成岩とマグマプロセス：地域名必要

川野良信（佐賀大・文化教育　kawanoy@cc.saga-u.ac.jp）・土谷信高
花崗岩から斑れい岩までの深成岩，およびそれらを形成するマグマの成因や進化，物理的挙動を広く対象にする．オフ

ィオライトに関連する研究はこのセッションで募集する．
28. 岩石鉱物一般　地域名必要

飯泉　滋（島根大・総合理工　iizumi@riko.shimane-u.ac.jp）・赤坂正秀（島根大・総合理工）
火成岩および変成岩の成因的研究，それらと関係した造岩鉱物，また鉱床・鉱石など，岩石，鉱物，鉱床に関わる広範

な分野からの研究発表を募集する．
29. 火山地質と火山発達史

林信太郎（秋田大　hayashi@ipc.akita-u.ac.jp）・中川光弘（北海道大）・鎌田浩毅（京都大）
火山の地質記載，露頭の解釈から特定火山あるいは火山地域の発達史，火山活動とテクトニクスまで広く関連した成果

発表を対象にする．
30. 火山噴火と噴出物

三宅康幸（信州大　ymiyake@gipac.shinshu-u.ac.jp）・鹿野和彦（地質調査所）・高田　亮（地質調査所）
現在および地質時代の火山噴火について，噴火に至るまでのマグマの上昇過程や噴火プロセス，噴出物の移動・運搬・

堆積過程に関する地質・岩石学的研究，及びそれに関わる実験学的研究などの成果発表を対象にする．

8（ ）



31． 火山岩とマグマ供給系

木村純一（島根大　jkimura@riko.shimane-u.ac.jp）・吉田武義（東北大）
火山体を構成する各種火山岩および火山活動に伴って形成された深成岩・貫入岩を対象にした多様な地質学・岩石学・
地球化学的成果の発表を対象にする．

32． 情報地質：ポスターセッションのみ

横田修一郎（島根大・総合理工　yokota@riko.shimane-u.ac.jp）・能美洋介（岡山理科大　noumi@big.ous.ac.jp）・坂本正
徳（国学院大　cigma@kokugakuin.ac.jp）
地質情報の数理解析，統計解析，データ処理，画像処理などの理論，応用，システム開発，利用技術など，最近の情報
地質分野の研究結果を討論する．また，これらの成果の地質学の広い分野への応用・普及を目指す．

33. 石油・石炭地質学

秋葉文雄（石油資源　dtakiba@rc.japex.co.jp）・鈴木祐一郎（地質調査所・燃料資源）
国内外の石油・石炭地質に関する講演を集め，有限な化石燃料である石油・天然ガス・石炭鉱床の成因・産状・探査手

法などについて討論する．トラップ構造，堆積盆，堆積環境，貯留岩，石油システム，資源量，炭化度などがキーワード．
34. 応用地質学一般　地域名必要

横田修一郎（島根大・総合理工　yokota@riko.shimane-u.ac.jp）・籾倉克幹（基礎地盤コンサルタンツ）
岩盤特性，岩盤崩壊，地滑り，風化，火山災害，土石流災害など，地質と人工構築物および地質と人間生活に関わる広
い分野における研究発表を期待する．

35. 環境地質―水文地質・都市地質・人間社会と地質環境―

田村嘉之（千葉県環境財団　tamura-yoshiyuki@pop07.odn.ne.jp）・長瀬和雄（神奈川県温泉地学研）・香川　淳（千葉県
地質研）
地盤沈下，湧水，地下水盆管理，水循環，水資源，温泉，湖沼・河川，都市環境問題，地質環境資源の利用・開発・管

理，環境アセスメント，地質環境メンテナンス，法地質学，環境教育，環境倫理など環境にかかわる研究の発表・討論を
行う．

36. 環境地質―地震地質・地殻変動と動的問題および防災―

楠田　隆（千葉県地質研　riegc@ppp.bekkoame.ne.jp）・高浜信行（新潟大・理）・岩井久美子（千葉県環境財団）
活構造・異常振動域・地震動・地盤震動・地層の液状化と流動化・地震災害などの分野を対象とする．また，討論の中
から災害問題と環境地質学的取り組みの有効な関係を探っていきたい．

37. 地学教育・地学史

佐瀬和義（東京・池袋商業　Fax 03_3976_0872）・阿部国広（川崎・西有馬小）・別所孝範（大阪・八尾東高）・府川宗
雄（東京・千歳高）
「災害列島」とよばれる国土にあって，また環境問題が進行する中，国民的素養としての地学の普及と地学教育は重要
性を増している．地学教育および普及の取り組みの実践を広く求める．

38. 第四紀　地域名必要

高安克己（島根大・汽水域研　takayasu@soc.shimane-u.ac.jp）・吉川周作（大阪市大・理）
第四紀地質学に関連する全ての分野（環境変動・気候変動・湖沼堆積物・地域層序など）からの発表を含む．また，新し
い調査・研究方法の開発や調査速報なども歓迎する．
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表
2．
見
学
旅
行
一
覧

＊
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
9月
14
日
（
木
）
ま
で
が
1,
00
0円
．
9月
15
日
（
金
）
以
降
に
つ
い
て
は
各
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
，
見
学
旅
行
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

＊
集
合
・
解
散
の
場
所
，
時
刻
な
ど
の
変
更
も
あ
り
え
ま
す
の
で
，
学
会
期
間
中
は
掲
示
等
の
案
内
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
．

＊
案
内
書
は
費
用
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
．
大
会
期
間
中
に
会
場
に
て
販
売
し
ま
す
の
で
，
各
自
購
入
し
て
く
だ
さ
い
．

A_
1

A_
2

A_
3

B
_ 1

B
_ 2

B
_ 3

中
国
山
地
ジ
オ
ト
ラ

バ
ー
ス
（
1）
：
中
新

統
（
備
北
層
群
お
よ

び
相
当
層
）
の
堆
積

環
境
変
化

島
根
半
島
の
中
新
世

水
底
溶
岩
，
火
砕
岩

島
根
県
東
部
の
花
崗

岩
類
と
鉱
床

奥
出
雲
博
物
館
巡
り

―
山
陰
の
自
然
と
た

た
ら
製
鉄
の
歴
史
を

た
づ
ね
て
―

宍
道
湖
―
中
海
の
自

然
史
・
開
発
と
古
代

出
雲

三
瓶
火
山
と
埋
没
林

JR
福
山
駅
集
合
（
13
 : 
00
）→
井
原
市
浪
形
→
川
上

郡
高
山
市
（
泊
）→
川
上
郡
杖
立
→
神
石
郡
油
木
→

庄
原
市
（
泊
）→
双
三
郡
君
田
村
→
八
束
郡
宍
道
町

→
島
根
半
島
→
JR
松
江
駅
解
散
（
18
 : 
00
）

27
日
　
島
根
大
学
（
8 
: 0
0）
→
松
江
駅
→
出
雲
空
港

→
追
石
鼻
→
日
御
碕
→
猪
目
海
岸
→
手
結
→
島
根
大

学
（
18
 : 
00
）；
28
日
　
島
根
大
学
（
8 
: 0
0）
→
地

蔵
崎
→
惣
津
→
笠
浦
→
瀬
崎
→
佐
波
→
桂
島
→
島
根

大
学
（
18
 : 
00
）

島
根
大
学
（
8 
: 0
0）
→
大
東
→
木
次
→
横
田
→
三
刀

屋
→
松
江
駅
→
島
根
大
学
（
17
 : 
30
）

JR
松
江
駅
（
9 
: 0
0）
→
来
待
→
三
瓶
山
→
吉
田
村
→

佐
白
（
泊
）→
横
田
町
→
安
来
市
→
JR
安
来
駅

（
15
 : 
30
)

島
根
大
学
（
8 
: 0
0）
→
枕
木
山
→
中
海
干
拓
（
本
庄

工
区
）→
大
根
島
→
弓
ヶ
浜
→
米
子
水
鳥
公
園
→
飯

梨
川
（
マ
ッ
ド
ラ
ン
プ
）→
揖
屋
干
拓
地
→
田
和
山

遺
跡
→
加
茂
岩
倉
遺
跡
→
荒
神
谷
遺
跡
→
JR
松
江

（
17
 : 
00
）

大
田
市
駅
（
9 
: 3
0）
→
太
平
山
→
東
の
原
→
西
の
原

→
三
瓶
温
泉
（
泊
）→
埋
没
林
→
下
多
根
→
三
瓶
自

然
館
→
大
田
市
駅
（
14
 : 
30
）

井
原
地
域
の
浪
形
層
（
非
熱
帯
性
石
灰
岩
），
高
山

市
・
杖
立
地
域
の
備
北
層
群
（
堆
積
相
・
石
灰
岩
・

大
型
化
石
群
集
），
油
木
地
域
の
備
北
層
群
（
河
川

堆
積
物
と
不
整
合
），
三
次
・
庄
原
・
君
田
地
域
の

備
北
層
群
（
層
序
・
底
生
有
孔
虫
群
集
・
石
灰
藻
石

灰
岩
・
大
型
化
石
），
宍
道
地
域
の
川
合
層
，
島
根

半
島
の
成
相
寺
層

島
根
半
島
に
分
布
す
る
中
新
世
水
底
溶
岩
，
火
砕
岩

の
堆
積
相
，
構
造
，
定
置
様
式
な
ど

大
東
町
の
モ
リ
ブ
デ
ン
鉱
脈
の
産
状
，
木
次
・
仁
多

町
境
で
の
花
崗
岩
・
斑
れ
い
岩
，
矢
野
馬
木
鉱
山

（
カ
オ
リ
ン
），
鍋
山
鉱
山
（
セ
リ
サ
イ
ト
），
斐
川

礦
業
選
鉱
場

来
待
ス
ト
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
来
待
石
石
切
場
と

加
工
），
三
瓶
自
然
館
（
縄
文
杉
の
埋
没
木
），
吉
田

村
鉄
の
歴
史
館
（
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
），
奥
出
雲

多
根
自
然
博
物
館
，
横
田
町
か
ん
な
流
し
跡
，
安
来

和
鋼
博
物
館

豊
か
な
汽
水
湖
の
自
然
環
境
と
古
代
出
雲
を
探
訪

し
，
中
海
干
拓
な
ど
の
開
発
事
業
と
環
境
保
全
と
の

か
か
わ
り
を
考
え
る

三
瓶
火
山
山
麓
に
分
布
す
る
火
山
噴
出
物
，
埋
没
林

と
三
瓶
自
然
館
の
見
学

9/
26
_ 2
8

9/
27
，2
8

9/
28

10
/2
_ 3

10
/2

10
/2
_ 3

20
名

25
名

20
名

40
名

40
名

20
名

瀬
戸
浩
二
＊

矢
野
孝
雄

松
本
俊
雄

山
本
裕
雄

中
野
雄
介

藤
井
　
健

山
内
靖
喜
＊

鹿
野
和
彦

三
宅
康
幸

高
木
哲
一
＊

内
藤
一
樹

飯
泉
　
滋

高
安
克
己
＊

菅
田
康
彦

永
井
　
泰

徳
岡
隆
夫
＊

三
瓶
良
和

渡
辺
正
巳

竹
廣
文
明

福
岡
　
孝
＊

中
村
唯
史

松
井
整
司

草
野
高
志

30
,0
00
円

10
,0
00
円

（
28
日
の
み

参
加
は
約

5,
00
0円
）

7,
00
0円

20
,0
00
円

4,
00
0円

20
,0
00
円

（
1/
2.
5万
）

矢
掛
，
地
頭
，
油

木
，
小
畠
，
庄
原
，

三
良
坂
，
稲
草
，

永
田
，
上
布
野
，

宍
道
，
平
田

（
1/
2.
5万
）

日
御
碕
，
大
社
，

平
田
，
恵
曇
，
瀬

崎
，
加
賀
，
境
港
，

美
保
関

（
1/
5万
）

木
次
，
横
田
，
多

里
，
今
市

必
要
な
と
こ
ろ
は

案
内
者
が
コ
ピ
ー

を
配
布

（
1/
5万
）

松
江
，
境
港
，
美

保
関
，米
子
，今
市

（
1/
2.
5万
）

三
瓶
山
西
部
，
三

瓶
山
東
部
，
石
見

大
田
，
反
辺

関
連
セ
ッ
シ
ョ
ン
：
中

国
地
方
の
第
三
系
―
層

序
と
古
環
境
―

コ
ン
ビ
ナ
ー
：
瀬
戸
・

松
本
・
野
村

27
日
に
つ
い
て
は
4
人

以
下
の
場
合
は
中
止
．

28
日
だ
け
の
参
加
も
可

要
長
靴
．
参
加
者
が
10

名
程
度
の
場
合
は
自
家

用
車
使
用
：
費
用
は

2,
00
0円

宍
道
町
で
10
月
1
日
に

開
か
れ
る
「
全
国
石
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
と
も

連
動

10
月
1
日
に
大
田
市
で

前
泊
の
場
合
，ス
カ
イ
ホ

テ
ル
大
田
（
08
54
8_
2_

65
25
），
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

さ
ん
べ
（
08
54
8_
2_

22
00
）な
ど
が
あ
り
ま
す

班
番
号

班
・
名
称

見
学
コ
ー
ス

主
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宿泊・弁当（昼食）・JR・航空券のご案内
＜申込〆切8月25日（金）＞

会員の便宜のために，宿泊・交通等の斡旋を西日本旅客鉄道株式会社TiS松江支店に委託しました．基本的には松江市内で
の宿泊・航空券・JR券の斡旋になります．その他，期間中の昼食弁当の手配もします．
下記所定の申込み方法に従い，8月25日までに，お申し込み下さい．

お問い合わせ先・申込先

西日本旅客鉄道（株）T i S松江支店 「日本地質学会第107年年会松江大会係」
住所：〒690_0003 島根県松江市朝日町472_2
担当：高橋・小川　TEL. 0852_27-5970，FAX. 0852_27_5974

＊T i S松江支店のホームページ（http ://www1.odn.ne.jp/̃ccx86770/top.html）からの宿泊・交通等の申込みも可能ですので，
ご利用下さい．

1． 宿泊のご案内　＜申込〆切　8月25日＞
宿泊斡旋日：2000年9月28日（木）～10月1日（日）
1人1泊室料のみ，税金・サービス料込み，朝食はつきません．

＊立地条件：上記ホテルはどれも松江駅周辺にあります（市内ホテル案内図参照）．
松江駅から学会会場（島根大学）まではタクシーで15分です．バスは駅前のバスターミナルから15～20分間隔で運転

しており，所要時間は約20分です．
＊宿泊申込書には，ホテル記号・室タイプを必ず記入してください．
＊ツインルーム（1室2名）料金は，1名あたりの料金です．ツインルームご希望の方は，必ず同室者名をご記入ください．
＊ご希望のホテルが，満室の場合は，他のタイプまたは同等クラスのホテルとなる場合がありますのでご了承ください．
2． 航空便・JR等のご案内　＜申込〆切　8月25日＞
ご希望の方は申込書備考欄に利用日，利用便，時刻など具体的にご記入下さい．航空便およびJRの時刻等は別途案内を参

照ください．その他ご希望に応じて手配します．航空券の発売は，2ヶ月前，JR券の発売は1ヶ月前からです．予約変更でき
ない等各種の制限がありますが，格安の特割航空券等のご希望の場合もお申込みください．JR券は，8名以上（JR西日本相互
線のみ）の団体には特別割引の適用があります．また，JR西日本以外からの団体は，15名以上で特別割引の適用があります．
このほか，東京渋谷－松江間の夜行バス（スサノオ号：全席予約指定）も扱っていますのでお申し込みください．
3． 会期中の弁当の予約について　＜申込〆切　8月25日＞
学会期間中，学内生協は営業の予定ですが，混雑が予想されますので弁当（お茶付￥1,050）を予約により手配します．申

込書は宿泊の申込書と併用になっていますのでご利用ください．
4． 申込み方法　＜申込〆切　8月25日＞
所定の申込用紙に必要事項を記入の上，8月25日（金）までにファックスまたは郵送でお申込み下さい．
＊お申込に対する，予約確認書および請求書は9月中旬までに発送されます．
＊予約確認書は，当日忘れずにご持参・携帯してください．

記号 ホ　テ　ル　名 1室1名 室タイプ 1室2名 室タイプ

A 松江東急インホテル ￥8,600 1_S ¥8,200 1_T

B 松江ワシントンホテル（1泊朝食付） ￥9,100 2_S ¥8,700 2_T

C 松江ニューアーバンホテル別館 ￥8,000 3_S ¥6,900 3_T

D 松江アーバンホテル1・2号館 ￥5,900 4_S ¥5,300 4_T

E ホテル一畑 ￥10,100 5_S ¥9,000 5_T

F グリーンホテル ￥7,900 6_S ¥7,600 6_T

G ハートピア松江（1泊朝食付） ￥7,800 7_S ¥7,800 7_T

H 松江ユニバーサルホテル本館 ￥6,800 8_S － －

I 松江ユニバーサルホテル別館 ￥6,800 9_S － －

J アルファーワン松江 ￥7,000 10_S － －

K アルファーワン第2松江 ￥7,000 11_S － －

L レインボープラザ ￥6,200 12_S ¥5,400 12_T
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5． 代金支払いについて　＜支払〆切　9月20日＞
代金は9月20日（水）までに下記の銀行へお振込み下さい．送金手数料は各自の負担でお願いします．なお，代金には郵便

等の事務費として，1人525円が加算されますので予めご了承ください．
山陰合同銀行　松江駅前支店　普通口座　004―2993414
JR T i S松江支店　河野正幸（コウノ　マサユキ）

6． 変更・取り消しについて
変更・取り消しがある場合は，早めにご連絡下さい．電話による変更・取り消しはできませんので，必ず文書（ファックス

かハガキなど）でご連絡下さい．取り消し料は下記のとおりです．事務手続き上取り消し・変更による返金の清算は学会終了
後になりますのでご了承ください．
＊宿泊の取り消し料
利用日の14日前から2日前まで　20％，利用日の前日　50％，利用日当日および無連絡　100％
＊航空券・JR券
規定の払い戻し手数料（航空券1枚420円，JR券1枚210円など），区間やチケットの種類，チケットの有効期限等によっ

て各社規定の手数料がかかります．

＊島根大学　

JR松江駅北口バスターミナルから，
1． 松江市営バス 「大学・川津」行乗車，「島根大学前」下車（所要20分）

「北循環線内回り」乗車，「島根大学前」下車（所要15分）
2． 一畑バス 「七類」・「野波」・「三保関」行乗車，「島根大学前」下車
3． タクシー 島根大学正門前まで約10分
＊松江テルサ

JR松江駅北口から徒歩20秒（駅前）

松江市内ホテル及び各会場への
アクセスご案内
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＊下記の時刻表は4月現在のものですので予めご了承ください．正式な時刻表は2ヶ月前に決定します．

【航 空 便】

【 J R 】
＊JRを利用する場合は，次の方法が便利です．
1．各地から新幹線で岡山へ．岡山からは白備線経由（特急）やくも号利用でJR松江駅下車．
2．東京から出雲市行き（寝台特急）出雲号及びサンライズ出雲号を利用．
3．山口，九州方面からは（特急）おき号，いそかぜ号もあります．
＊東京渋谷～松江間夜行バス（スサノオ），全席予約指定席です．
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バイカル湖西部，Tunka Rift Valleyの
第四紀噴石丘とTunkinski Ridge

バイカル湖は南北の長さ639 km，東西の幅は最大で
80km，平均40_50km，最大水深1,643m，平均水深730m
の規模をもつ世界最深の湖である（藤井，1994）．バイカ
ル・リフト系の定義や範囲については研究者によって異な
る．Logatchev（1993）やRasskazov（1994）はバイカル
湖を含む東シベリア・リフト系として，東縁は東経122度，
北緯56_57度，西縁は東経96度，北緯50_53度にかけて
NE_SW方向に延びる総延長1,800 kmに及ぶ範囲を提起し
ている．このリフト系の中に14か所の大きなbasinsがあ
る．新生代の火山活動はバイカル湖の北東約450kmの
Udokan地域，東約200 kmのVitim地域，および西側約
600kmに及ぶ東Sayan地域で起こっている．前2者の火山
活動はリフトbasinの外側で起こり，最後者は内側と外側
で起こっている．火山岩類はカンラン石ソレアイト，アル
カリ・カンラン石玄武岩，ベイサナイト質アルカリ・カン
ラン石玄武岩，ベイサナイトおよびトラカイトからなる．
ここで紹介したTunka Basinはバイカル湖の西側に位置

し，65km×32km，グラーベンの断層落差約2,500m以上
の規模を有す．北側にはbasinと基盤を境する東西性の
Tunkinsky断層があり，またその北東側にはNW_SE方向
のMain Sayan断層がある．バイカルアトラス（1993）に
よればMain Sayan断層より北東側には後期始生代の岩石
を基盤とし，その上に原生界やカンブリア紀以降の岩石が
分布している．Main Sayan断層とTunkinsky断層の間には
Tunkinski Ridge（写真後方）があり，始生界とともに，
原生代のガブロや古生代の花崗岩質岩類が露出している．
Tunka Valleyにおける火山活動はリフテイングと時を同

じくして，後期白亜紀から前期暁新世にかけて始まった．
最も規模の大きな火山活動は中・後期中新世（16_9Ma）
に，南西バイカルリフトの広範囲に亘って起こり，この時
期の火山岩類は点在分布する．鮮新世 _更新世（2.4_

0.86Ma）の火山活動はTunka Basinのみに限定される．こ
の写真手前にあるような第四紀の噴石丘がTunka Basinの
リフトフロアに約20個見られる．撮影地点はArshan地域
で，ここでは温泉が湧いている．

解説：沢田順弘＊・S.V. Rasskazov＊＊・
井内美郎＊＊＊・立石雅昭＊＊＊＊

＊ 島根大学総合理工学部，＊＊ Institute of the Earth ’s Crust,
Siberian Branch of the Russian Academy of Science，＊＊＊愛媛
大学理学部，＊＊＊＊新潟大学理学部
写真撮影：沢田順弘
文　献
藤井昭二，1994，バイカル湖の地形と地質．森野　浩・宮崎

信之編「バイカル湖：古代湖のフィールドサイエンス」，
東京大学出版会，23_57．

Logatchev, N. A., 1993, History and geodynamics of the Lake
Baikal rift in the context of the Eastern Siberia rift system :
a review. Bull. Centres Rech. Explor.-Prod. Elf Aquitaine,
17, 353_370.

Rasskazov, S. V., 1994, Magmatism related to the Eastern Siberia
rift system and the geodynamics. Bull. Centres Rech.
Explor.-Prod. Elf Aquitaine, 18, 437_452.
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「石」．古代から人は石に深く関わってき
ました．古くから栄えた文明に石を使った
文化遺産が多く残されているのもよく知ら
れています．権力の証として使われたり，
また最も身近な生活素材として，時代と人
に深く関わりながら多くの文化を創りあげ
てきました．
人類が生み出した石文化のひとつ「来待

石」．石工たちの技によって，生命を吹き
込まれた石は，私たちのくらしをさまざま
に彩ってきました．「人」と「石」が刻む
ドラマ．時にダイナミックに，時に繊細に，
過去から現在そして未来へと刻み続けて行
くでしょう．
ようこそ，モニュメント・ミュージアム

来待ストーンへ．石のドラマが開演いたし
ます．

トンネル
工房とミュージアムを結ぶ長さ65メー

トルの来待石のトンネル．
トンネルを抜けると，そこには来待石の

手掘りの採石場跡地を整備した来待ストー
ンミュージアムがあります．島根県の景観
大賞を受賞した素晴らしいロケーション
は，異次元の空間を創出し，見る者を圧倒
します．

ミュージアムでは，来待石の歴史，文化
をパネル，映像等で分かりやすく紹介して
います．
宍道町は，島根県東部にある宍道湖の西

南端に位置し県都松江市から西へ約15km
のところにあり，東西10 km南北6 kmの
台形状をなし総面積は45 km2余りです．
北部は全国で6番目の広さを持つ宍道湖が
あり，海水の混じった汽水湖として独特の
生態系を持ち，湖面に映る美しい夕日とと
もに広く観光客に親しまれています．また
町内来待地区には，粗粒凝灰質砂岩の層が
あり，石灯ろうの素材として有名です．
宍道町は江戸時代には松江藩領の宿場町

として発展し，大名の宿舎である本陣宿が
置かれるなど古くから交通，輸送路の拠点
として栄えてきました．現代においても広
島方面への道路，鉄道の玄関口として重要
な位置を占めており，今後の高速道路網整
備によって益々その役割が注目されていま
す．
来待地区の粗粒凝灰質砂岩いわゆる来待

石は古くは，古墳時代の石棺，石室に使わ
れ，中世石塔，石仏，近世釉薬（石州瓦），
建材，灯ろうとさまざまな用途で使用され
てきました．今後の未来に向けての新たな
試みも始まっています．
来待石は耐火性に強く加工がしやすい特

徴があり，江戸時代の松江藩主から藩外に
持ち出しが禁止されたいわゆる「御止め石」
として重要視されてきました．その当時か
ら墓石，家の棟石，井戸，うす，石垣など
日常生活のありとあらゆるところに使用さ
れ人々の生活と密着していました．戦後，
新出九一郎という石工職人から灯ろうの加
工技術を習い，現在の伝統工芸士をはじめ

とする職人へその加工技術が伝えられてい
ます．昭和51年には通産省から灯ろうと
しては全国で初めて「出雲石灯ろう」とし
て伝統的工芸品の指定を受けました．町で
は平成7年に第三次総合振興計画を立て個
性豊かな町づくりとして来待石の地場産業
を振興するために「来待ストーン整備事業」
に取り組み，採石や加工技術の伝承や石の
歴史や未来を紹介する博物館や実際に加工
体験や職人の研修の場として工房を建築し
ました．

来待ストーンミュージアム
館内では来待石の歴史，文化を分かりや

すく紹介しています．

体験工房
来待石に彫刻体験ができます．土，日，

祝日には，灯ろう協同組合の職人による実
演も見学できます．

夢工房（陶芸館）
県内最大規模の陶芸館で，ガス窯，灯油
窯，電気窯3基を備え，来待釉薬をはじめ
さまざまな釉薬を使用した陶芸，絵付け体
験ができます．また陶芸教室，野の花教室
などを講師の先生を招いて開催しています．
モニュメント・ミュージアム来待スト

ーンはこれらの施設の複合したものであ
り，全ての機能の中心はミュージアムにあ
ります．

モニュメント・ミュージアム来待ストーン
KIMACHI STONE MONUMENT MUSEUM

館　長 永井　泰

博物館紹介◯32



日本地質学会News 3 （ 5） 3

ミュージアムは建築家黒川紀章の弟雅之
設計によるもので，シャープな外観で建物
を見に来るファンの方もかなりあります．
館内は想ゾーン，創ゾーン，遭ゾーン，探
ゾーン，来ゾーンでまとめられています．
想うゾーンは石と人との歴史について想
うということで，古墳時代の石棺の実物や
復元した石室を展示しており，来待石が古
代人でも加工しやすい石であり，既に
1,500年くらい前より使用されていた歴史
を紹介します．またパネルにより中世，近
世，現代に至るまでさまざまな用途で使用
されてきた歴史を紹介しています．
創るゾーンは人の情熱と技術で石から物
を創るということで，プロジェクターによ
る映像で，来待石の採石から，灯ろうがで
きるまでの過程を紹介しています．特に切
り取った来待石を20メートル以上の高さ
から落としていく採石の場面は圧倒的な迫
力があります．また，実際に使っていた道
具類も展示されており，機械化された現代
とは違って，それぞれの道具が工夫されて
作られており先人達の苦心のほどが偲ばれ
ます．

遭うゾーンは生活の中で築かれた石の文
化に遭うということで，来待石が使われた
家の模型や，実際に使われていた来待石製
品の展示によって，身近なところに来待石
が使われており，生活の中に来待石が入り
込んでいる石の文化について紹介していま
す．

探るゾーンでは石そのものを科学の目で
見るということで，テーマとして4つに区
分しています．来待石ってどんな石では，
来待石は砂岩という堆積岩の仲間に分類さ
れることや，顕微鏡写真で構成鉱物等を示
しながら詳しく紹介しています．また宍道
町の足の下ということで，宍道町の地質図
で来待層の分布などを分かりやすく紹介し
ています．来待石が閉じこめた物では，来
待層，布志名層のできた1,400～1,300万年
前の海の様子を知る貴重な手がかりがいく
つも発見されているということで，パレオ
パラドキシアの来待標本として知られる左
下顎骨の化石やクジラ，イスルス，メガロ
ドンなど実際に来待石の中から発見された
化石や，布志名層産の貝化石などによって
当時の古環境がどのようなものであったか
を分かりやすく紹介しています．島根の石
のいろいろでは，来待石の他に福光石，島
石，荒島石など来待石同様に古くから人々
の暮らしの中で使われ続けてきた地元の石
を紹介しています．

未来ゾーンでは，来待石を原材料として
の製品で灯ろうに代わる新商品の紹介や，
石そのものを焼くことで素材に新しい特性
を付加した新技術の開発など未来に向けて
の試みを紹介しています．
ミュージアムの活動
特別企画展を年に4回開催しています．

特に夏休みの子供達を対象にした“太古か
らの使者化石展”は毎年好評で来待層，布
志名層からの化石数百点を展示し，またレ
プリカ教室も開催しています．
秋には秋季特別企画展“中国横断自動車

道尾道，松江ルート上の遺跡群展”として
県埋蔵文化財調査センターの協力で，遺跡
や遺物を紹介しています．古墳時代の来待
石製の石棺も数多く発見されています．
客員研究員制度も発足しており，約20

名の方々に来待石に関する調査等を依頼し
て，不定期ではありますが研究委員会を開
催して研究の成果について発表などしてい
ただいています．その成果を研究誌として
発行しています．
学芸員実習を毎年島根大学より受け入れ

ており，特別企画展などの展示替えに併せ

て実習を行っています．新設の大学の学芸
員実習も増えてきました．その他，来待石
を原点にしてのさまざまな活動を行ってお
り，その情報発信基地としてのミュージア
ムの果たす役割は年々増えています．

“全国石のシンポジューム”開催

今年9月29日（金）～10月1日（日）の
3日間，島根大学を主会場に日本地質学会
が開催されます．最終日10月1日を市民向
け講座として，来待ストーン及び周辺の町
の施設で全国石のシンポジュームを開催致
します．皆様，ふるってご参加下さい！！
＜午前の部＞

来待石灯ろう協同組合理事長 土江利介
元通産省工業技術院地質調査所地質部長
鹿島建設（株）技術研究所顧問　服部　仁

元矢橋大理石株式会社　顧問 折戸嗣夫
＜午後の部＞

石材産業
（有）坪内石材 坪内敬夫

石の文化と歴史
山形大学理学部地球環境学科

教授　原田憲一
伊奈石研究会 樽　良平

新しい石の利用
夢ストーンプロジェクト

博物館
香川県牟礼町石の民俗資料館

向井敏行
秋田大学工学資源学部付属博物館

館長　丸山孝彦
＜利用案内＞

開館時間：AM. 9 : 00～PM. 5 : 00
休 館 日：月曜日（祝祭日の時は翌日）
入 館 料：一般　300円（250円）

小・中学生　150円（120円）
（ ）内は団体料金（15名様以上）

＊彫刻体験料．一般 1,500 円/小・中学生
1,000円
＊陶芸体験料．一般 1,800 円/小・中学生
1,300円（粘土代別途）
交通アクセス

〒699_0404
島根県八束郡宍道町大字東来待1574_1
モニュメント・ミュージアム　来待ストーン

ミュージアム

電話 0852_66_9050 Fax 0852_66_1430
工　房

電話 0852_66_9100 Fax 0852_66_1450
夢工房

電話 0852_66_3731 （Fax兼）
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特別展示

三浦半島の活断層
―伊豆・小笠原弧の形成と活断層―

を終了して
この記事は，1999年8月1日～2000年3

月30日までの8か月間に開催した展示と関
連行事の報告である．
特別展示は，1999年6月の本誌Vol. 2,

No. 6に開催を予告し，そして，予定どお
り全ての事業を終了した．
展示の要項は，下記のとおりであった．
この展示は，横須賀市自然人文博物館が

調査・研究で得た成果と1995年以降に各
研究所・調査機関・および神奈川県・横須
賀市・三浦市などの自治体が行った調査成
果をもとに，三浦半島を含む神奈川県民に
活断層をはじめとする地盤情報を提供する
調査報告展示でもあった．また，神奈川県
立生命の星・地球博物館との共同研究で得
られた調査研究成果を共催展示した．
展示内容：「三浦半島の活断層」の内容

は，深海から生まれた三浦半島，三浦半島
の活断層調査，衣笠断層帯，北武断層帯，
武山断層帯，南下浦断層帯・引橋断層帯，
神奈川県西部の地震，地震の影響_地盤と
建築物，地震の影響_津波，横須賀市と三
浦市の活断層調査と地震防災，活断層関連
ボランティアの紹介，および本展示のホー
ムページと関連のホームページリンク集で
あった．
共催：神奈川県立生命の星・地球博物館

は7月17日～9月5日「海から生まれた神
奈川―伊豆・小笠原弧の形成と活断層―」
を展示し，主な内容は，伊豆・小笠原弧の
火山と基盤・丹沢山地と足柄山地，伊豆・
小笠原弧の火山であった．また，神奈川県
温泉地学研究所の協賛と博物館ボランティ
アが多数参加した．
協力：展示物と展示解説書の作成には，

三浦半島活断層調査会と地球科学ボランテ
ィア三浦半島の全面的な参加があった．展
示パネルと展示解説はパソコンによる自作
であり，展示の開設後も行事の開催，運営
に参加したのも，本事業の特徴のひとつで
あったといえる．
関連行事：
シンポジウム：9月12日，2000年1月16日
講演会：12月5，12日

展示解説：8月7日，8日，9月11日，2000
年3月18日，25日
断層観察会：8月21_22日北武断層（共催），
10月24日神縄断層（共催），2000年2月
20日南下浦断層
開催中に，南下浦断層の菊名トレンチの

発掘調査が進められ，神奈川県による一般
公開が2000年1月28～31日に行われ，見
学者は約400人に達した．
展示解説書：「海から生まれた神奈川―

伊豆・小笠原弧の形成と活断層―」（フル
カラー，104 p., 1,000円）の内容は，伊
豆・小笠原弧の火成活動とテクトニクス・
丹沢山地と足柄山地，三浦半島と房総半島，
大磯丘陵と沖ノ山堆列，相模湾，伊豆小笠
原弧の火山，活断層と地震，地震の影響，
用語解説，文献からなり，本館と生命の
星・地球博物館で頒布した．
共催のメリット：両館共通の特徴ある標

本や展示物を配列できること・広報が双方
でできること・最新の研究成果を解説した
展示解説書「海から生まれた神奈川―伊
豆・小笠原弧の形成と活断層―」を多数の
地球科学に興味をもつ方へ安価に頒布し，
知識の普及に貢献できたことと，関連する
シンポジウム・講演会や野外観察会を共有
できたことなどがあげられる．
また，蟹江康光・今永　勇は，＜地域博

物館の共催展「伊豆・小笠原弧の形成と活

断層」の開催＞を地質学会第106年大会
（1999年）でポスター展示を行った．
横須賀市自然人文博物館における入場者

の総数は，194日の開館で9143名であった
が，43万人都市として，決して多い数と
はいえない．入場者が多かったのは，開設
当初の8月と阪神大震災5年目の2000年1
月であった．この人数は，会場での受付と
案内ボランティアを三浦半島活断層調査会
と地球科学ボランティア三浦半島の会員が
半日単位で延べ704名の集計である．
展示テーマが，「伊豆・小笠原弧の形成

と活断層」と「三浦半島の活断層」の統合
であり，三浦半島としては物足りなかった，
一般の方やこどもにはむずかしかったと
か，また国際都市横須賀には英語の解説文
も欲しかった，などの要望が寄せられた．
この展示内容とホームページは，開催中

の12月と展示終了後にかなりの部分を常
設展示「三浦半島の活断層」と「深海から
生まれた三浦半島」に組み込んだので，今
後もこの成果を見ることが可能であり，自
作展示の特徴を生かして新事実を随時紹介
する予定である．

横須賀市自然人文博物館（京急線横須賀中
央駅下車徒歩10分）
電話 0468_24_3688
〒238_0016 横須賀市深田台95
http ://www.museum.yokosuka.kana-
gawa.jp/
休館日は月曜日と月末の平日
＜入館無料＞

（学芸員　蟹江康光）

横須賀市自然人文博物館

博物館だより　博物館だより　春期企画展�博物館だより　

A0判展示パネルの一部



地学団体研究会2000年 2月25日発行，
A5判，本文250ページ，資料33ページ，
頒価2,000円，送料310円．

全国的に，新規の地学教師の採用がほとん
どない．一方で，新教育課程では全体の時間

数が減り，高校で地学という科目名も消え去
る可能性が心配される状況がある．地学教育
の存続危機が叫ばれ，100年の計の地学教育
を考えなくてはならない今，この本が出版さ
れた．地学団体研究会刊行の定期刊行物「地
学教育と科学運動」に，6回にわたって連載
された著者の戦前の地学教育史についての論
文をもとにして書かれた本である．
膨大な関係資料を駆使し分析しているだけ

でなく，貴重な資料も多く引用されている．
巻末の資料のなかではとくに年表が，読者が
時間軸を作るのに役立つ．少しでも読みやす
くという著者の配慮で，教科書のさし絵やそ
れぞれの時代のトピック記事が「囲み記事」
として随所に配置してあり，それを見るだけ
でも楽しめる構成になっている．
本書は時代ごとに区分された，3つの章か

らなっている．
第1章は，明治政府の教育政策，学校教育

の幕開けと自然科学教育の重視，教育統制が
つよまった教育令時代の地学教育の3つの項
目からなり，学校教育の黎明期の地学教育
（1968～1885年）が紹介されている．
第2章は，学校教育制度の大改革と地学教

育，小学校の国定教科書制度のはじまりと理
科教育，日露戦争前後から第一次世界大戦ま
での地学教育，第一次世界大戦後の教育改革
と臨戦体制移行期の地学教育の4つの項目か
らなり，近代教育制度の確立・整備期の地学
教育（1886～1930年）が紹介されている．
第3章は，臨戦体制前期の社会・教育界の

うごきと地学教育，日中戦争・太平洋戦争下
での教育の崩壊と地学教育の2つの項目から
なり，15年戦争下の社会のうごきと地学教
育（1931～1945年）が紹介されている．

戦前の地学教育の基盤をささえたものは，
おもに「地下資源の開発」と「農業生産の充
実」であった．それぞれの時代の社会や政治
情勢が，地学教育や理科教育にあたえた影響
についても分析されている．
現在，こどもたちの物ばなれ・自然ばなれ，
理科ぎらいの増加というの状況のなかでは，
「自然の体系や科学の体系というものは，自
然の発展過程をとおして，あるいは人類の実
践活動をとおしてつくりだされてきたもので
あるが，その過程で発生したはずの偶然性が
とりさられたエッセンスだけが体系としてま
とめられている．教育の体系は偶然性をとり
さってしまった体系そのものであってはなら
ない（井尻正二　1963）．」という主張は，と
くに重要と思われる．
おどろきであったことは，小学校理科の内

容として，「人生に最も緊切の関係あるもの」
（明治19年文部省令），「学校近辺の天然物・
現象の観察により，その大要と人生との関連
を学び，自然を愛する心を養成する」（明治
24年文部省令）としるされていたことであ
る．明治時代初期の文部省令からは，「現場
で教育にたずさわる者が，教育の体系をつく
りだすのだ」という気概が伝わってくる気が
する．
地学教育にたずさわる者なら，「どんなテ

ーマで，なにを子どもや若者達に教え，育て
るのか」を，いつも考えている．地域に根ざ
し，災害や環境破壊問題へも対応した地学教
育を考えている方，小・中・高の教師だけで
なく，地学教育に少しでも関心のある方には
必携の文献である．地学団体研究会（電話：
03_3983_3378，Fax：03_3983_7525）に連絡
すれば，購入できる． （斉藤尚人）
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日本の地学教育の歩み
（1868～1945）

倉林三郎　著

ご案内

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

標題のシンポジウムを6月24日（土）に開
催致します．多数のご参加をお待ち致します．
日本学術会議地球環境研究HDP委員会

委員長　田中啓一
日本学術会議地球環境研究HDP_GIS小委
員会 委員長　岡部篤行

（趣旨）
地球環境問題は，年々その深刻さを増大さ
せています．

「人間社会と地球環境の共生」
―GISは環境に優しい人間
社会を創る―
シンポジウムのお知らせ

この地球環境問題を解決するには，自然環
境の諸現象はもとより，人間社会と地球環境
との関係についての詳細を研究する必要があ
ります．しかし，自然科学分野における現象
解明の研究に比べ，人文・社会科学的見地か
らの地球環境についての研究は遅れておりま
した．この遅れを取り戻すべく，国際的には
1990年に「地球環境変化の人間・社会的側
面の研究計画」（HDP：Human Dimension
Program）が発足しました．現在，気候
（WCRP），生物圏・地圏（IGBP）と並んで
HDPは三大国際研究計画を形成するに至っ
ております．
わが国でもこのような国際研究の動向をふ

まえ，日本学術会議の下にHDPの研究組織
ができ，その傘下に地理情報システム(GIS)
を応用してHDPに取り組む委員会（HDP_

GIS）が活動をしています．
記

主　催：日本学術会議地球環境研究HDP委
員会・日本学術会議地球環境研究HDP委
員会HDP_GIS小委員会・国際連合大学・
日本環境共生学会・地理情報システム学
会・東京大学空間情報科学研究センター

後　援：外務省・文部省・科学技術庁・建設
省・国土庁・自治省
（予定）環境庁・国際連合地域開発センタ
ー・地理関連学会連合・財団法人2005年
日本国際博覧会協会
開催日時：2000年6月24日（土）10 : 00_18 : 30
開催場所：国際連合大学 3階　国際会議場

（東京都渋谷区神宮前5_53_70）
費用：シンポジウム参加費　1,000円　懇親
会参加費　3,000円
このシンポジウムにつきましての詳しい情

報は，日本学術会議　地球環境研究HDP委
員会　HDP_GIS 小委員会ホームページ
http ://wwwsoc.nacsis.ac.jp/hdp-gis/，及び，
地理情報システム学会ホームページhttp ://
www.gisa.t.u-tokyo.ac.jp/にも掲載されていま
すので，是非ご覧ください．
参加ご希望の方は，Eメールにて東京大学

空間情報科学研究センターwatada@ua.t.u-
tokyo.ac.jpまでご連絡いただくか，下記の申
込欄にご記入の上Fax（03_5841_8521）でお
申し込みください．なお，お申し込み頂きま
した方は，シンポジウム/懇親会の参加費を
下記記載の口座へお振込みください．入金確



認後，参加証をお送り致します．当日はその
参加証をご持参下さい．
尚，電話でのお問い合わせは下記の通りで

す．
お問合わせ先電話番号：03_3580_2207（三井）

日　時：2000年7月7（金）－9日（日）
7日 記念講演，口頭・ポスター講演，総会，

懇親会
8日 口頭・ポスター講演
9日 野外巡検
会　場：東京都立大学南大沢キャンパス

国際交流会館会議室
〒192_0397 八王子市南大沢1_1

巡　検：案内者：山崎晴雄・鈴木毅彦（東京
都立大・地理）「富士・箱根の地形と火山
灰層」
巡検・懇親会申し込み締め切り：2000年6月
23日（金）
講演申込先・要旨送付先・巡検・懇親会申込
先；390_8621 松本市旭3_1_1 信州大学
理学部物質循環学科気付
堆積学研究会事務局　Fax : 0263_37_2506
e-mail : taisekiken@geogate.shinshu-u.ac.jp
どなたでもご参加いただけます．講演希望

の方は至急に事務局へご連絡ください．今回
は記念講演も企画していますが，まだ未定の
部分があります．プログラムなど最新の詳し
い情報を堆積研のホームページ（http://
geogate.shinshu-u.ac.jp/SSJ/SSJ.html）でお
伝えしますので，ご覧ください．

日　時：平成12年7月26日（水）9 : 00～17 : 00
場　所：中央大学駿河台記念館2F 281号室

（東京都千代田区神田駿河台3_11_5
電話：03_3292_3111）

参加費用：参加費1,000円，
テキスト代は別途実費（午前の部，午後の
部各3,000円程度の予定）

「1999 Chichi地震の応用地
質学的側面」ならびに「都市
地震防災のための深部地盤モ
デル」に関するシンポジウム
開催のお知らせ

堆積学研究会2000年春の研
究集会のご案内

プログラム（予定）
1．［1999 Chichi地震の応用地質学的側面］
に関するシンポジウム（9 : 00_12 : 00）
主催：日本応用地質学会
後援：科学技術庁（予定）
協賛：（社）全国地質調査業協会連合会，日
本地質学会，（社）土木学会，（社）地盤工
学会

1） Chelumpu断層Fuchen-Siikang間の応用
地質学的課題

（財）電力中央研究所　井上大栄
2） Hanging wall deformation and its effect to
building and structures as learned from the
Chelongpu Fault

台湾中央大学　Chyi-TyiLee
3） Chichi地震の震源過程と震動解析

応用地質（株） 瀬川秀恭
4） Chichi地震による崩壊・地すべりの実態　

国際航業（株） 中筋章人
5） Chichi地震による電力施設の地震被害

（財)電力中央研究所　田中和広
6） Chelumpu地震断層のベクトルとその意
義 （株）ダイヤコンサルタント　松浦一樹

2．［都市地震防災のための深部地盤モデル］
に関するシンポジウム（13 : 00_17 : 00）
主催：日本応用地質学会（社）全国地質調査
業協会連合会
後援：科学技術庁（予定）
協賛：（社）土木学会，（社）地盤工学会，日
本地質学会

1） 堆積盆地の地下構造調査の現況
科学技術庁　野村文昭

2） 神戸市域の地盤モデル化と地震動解析　
中央開発（株） 石川浩次

3） 濃尾地域の地盤と仮想モデルによる2次
元応答解析 応用地質（株） 馬場干児
4） 関東地域の調査手法に関する提案

（株）ダイヤコンサルタント　藤原八笛
5） 京都盆地の地下構造

京都大学　竹村恵二
6） 重点地盤調査候補地域

大阪市立大学　中川康一
7） 地震防災に対する応用地質学の役割

応用地質（株） 大矢　暁

通商産業省工業技術院　地質
調査所：最新地質図発表会

日　時：2000年7月28日（金）
展　示：9 : 30_16 : 30
説明会：12 : 00_13 : 00 入場無料
場　所：地質調査所研究本館　正面玄関ロビ

ー（茨城県つくば市）
地質調査所では咋年度に新しく出版された

地質図類の発表会を行います．地質図類は，
5万分の1地質図幅5地域，20万分の1地質図
幅「浦河」「日光」，鉱物資源図「中部近畿」，
海洋地質図3地域，重力図「北見」「根室」
のほか，九州地熱資源図，東・東南アジアの
地質構造図など15件です．平易な説明文の
ほか昼の時間帯には著者がポスターセッショ
ン形式で内容について説明いたしますので，
一般市民，学生生徒，行政関係の方など地質
を専門としない方もどうぞおいでください．
これらの地質図を購入することもできます．
当日は工業技術院の統一公開日ですので他の
各研究所も見学できます．
問い合わせ先：地質調査所産学官連携推進セ
ンター
電話：0298_61_3520 Fax：0298_61_3569
ホームページ： http ://www.gsj.go.jp/
HomePageJP.html
交通：
・東京駅八重洲南口から，常磐高速バスつ
くばセンター行き（12_15分間隔），並
木大橋下車　徒歩12分
・JR常磐線荒川沖駅東口から関東鉄道バ
ス筑波大学中央行き，並木2丁目下車
徒歩5分
・常磐自動車道桜土浦ICから5分
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教官公募等の求人のニュース原
稿につきましては，採用結果をお
知らせいただけますようお願い致
します．

所　属：大阪工業大学　情報科学部
専門分野：宇宙地球科学

学部教育では宇宙・惑星の構造と進化，
地球環境に関する科目を担当し，かつ卒業

大阪工業大学情報科学部の教
員公募

研究を担当できること．
①大学院では宇宙地球科学を専門領域と
し，情報科学との接点において教育・研
究指導ができること．

職名及び人員：教授又は助教授　1名
就任時期：2001年4月1日
応募資格：①博士の学位を有すること．

②年齢35歳～50歳程度　

公募



報告
本会委員会以外の研究会・
委員会等よりのお知らせを
掲載します．

1． IGCP国内委員会（国際学術協力事業
研連IGCP専門委・小委）
平成11年度は第17期第5回を平成11年6

月8日，第6回を平成11年9月14日，第7回
を平成12年2月22日と，計3回の委員会を日
本学術会議で開催した．審議決定実施された
主な事項について報告する．
1） IGCP特別シンポジウム「21世紀の地球
環境とIGCP」を，IGCP国内委員会と日本
学術会議国際学術協力事業研連の主催で平
成12年 1月 20日に日本学術会議で開催
した．国内にワーキング・グループが組織
されている11のプロジェクトが協力して
開催したシンポジウムで，過去にプロジェ
クト・リーダーを務めた3人の方から今後

IGCPニュース2000

のIGCP活動に向けたコメントもいただい
た．なお，講演要旨集として「IGCP特別
シンポジウム―21世紀の地球環境とIGCP
―」（A4判，32頁）を発行した．
2） 日本国内委員会の活動報告書として
“Japan Contribution to the IGCP, 1999
Report”（A4判，7頁）および「日本IGCP
活動報告1999（A4判，31頁）」を2月に刊
行し関係方面に配付した．
3） IGCP本部理事の欠員に伴いIUGSから
推薦依頼のあった理事会メンバーとして，
IGCP国内委員会から推薦した島田允堯氏
（九州大）がワーキング・グループ III
（Mineral Deposits, Petrology, Volcanology,
Geochemistry）の理事に指名された．
4） 平成11年6月より新しくスタートした
IGCP_434のプロジェクト・リーダーであ
る平野弘道氏が国内委員会委員として加わ
った．
5） 国内委員会の英文名称をユネスコや学術
会議にならって，今後“Japan National
Committee for IGCP”とする．
2． IGCP本部
第28回IGCP理事会は本年1月31日から2

月3日までパリのユネスコ本部で開催され，
各プロジェクトの活動の評価，各国内委員会
報告の検討，新しいIGCPプロジェクトの採
択等が行なわれた．日本からは島田允堯氏が
参加した．
3． IGCP国内委員会
委員長　土　隆一
幹　事　波田重煕（411，ユネスコ国内委）
委　員　
吉田　勝（368） 有馬　眞（368）
吉村和久（379） 佃　栄吉（383）
三浦保範（384） 斎藤文紀（396）
後藤仁敏（406） 脇田浩二（411，地調）
佐々恭二（425） 平野弘道（434）
海津正倫（437） 本吉洋一（極地研）

4． 現在日本がLeadershipをとってい
るプロジェクト

No. 368 Proterozoic Events in East Gond-
wana (1995_1999)
Co-Leader：吉田　勝
No. 411 Geodynamics of Godwanaland-
derived Terranes in E and S Asia (1998_

2002)
Co-Leader：波田重煕
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応募書類：
（1）履歴書（本学所定の用紙による）
（2）業績書（本学所定の様式による）
（3）著書・論文（主要なもの3点以内　コピ
ー可）

（4）レポート（1,000字程度　様式任意）
テーマは，下記のいずれかを選択のこ
と．
①「教育を充実させるために実践してき
た具体的事項」
②「就任後の教育に対する抱負」

（5）健康診断書
応募締切：2000年7月8日（土）必着
問い合わせ：用紙の請求先
〒573_0196 大阪府枚方市北山1丁目79番
1号　電話 072_866_5301（ダイヤルイン）
E-mail : sugi@ofc.oit.ac.jp
応募書類の送付先：大阪工業大学　情報科学
部長宛
備　考：
（1）履歴書・業績書は，添付の「作成要領」
によって記入してください．

（2）応募書類の封筒の表には「情報科学部
教員公募関係」と朱書きし，郵送の場合
は書き留めとしてください．

熊本大学理学部地球科学科ではこの度下記
要領で，教官を公募することになりました．
つきましては，関係者への周知方をよろしく
お願い申しあげます．

熊本大学理学部地球科学科の
教官公募

記
職名・人員：教授　2名
所属講座：（1）地球変遷学講座

（2）地球物質科学講座
応募資格：
（1）大学院博士課程で微化石層位学あるい

は海洋環境特論を担当出来る方．
（2）地球物質科学を専門とされる方で，特

に火山学・火山地質学分野の方を希望
します．

（1），（2）とも，学位（博士）を有し，大学院
博士課程での研究指導ができる方で，野外地
質調査を通じての教育・研究が可能な方が望
ましい．
着任時期（（1），（2）とも）：決定後なるべく早
い時期を希望します（遅くとも平成13年4
月まで）．
提出書類（（1），（2）とも）：
（1）履歴書（頭に「地球変遷学講座応募」

あるいは「地球物質科学講座応募」と
記して下さい．e-mail addressのある
場合は連絡先として明記して下さい．）

（2）業績リスト（論文については査読の有
無を区別して下さい）

（3）これまでの研究経過（1,000字以内）
及び今後の教育・研究計画（1,000字
以内）

（4）応募者について意見を伺える方2名の
氏名と連絡先

（5）主要論文の別刷またはコピー（5編）
公募締め切り（（1），（2）とも）：平成12年7月
31日（月）必着
書類提出先：〒860_8555 熊本市黒髪2丁目
39_1 熊本大学理学部地球科学科　

学科長　嶋田　純　宛

電話 096_342_3411（教室事務）
096_342_3419（嶋田研究室）

Fax : 096_342_3411
e-mail :  jshimada@sci.kumamoto-u.ac.jp
応募上の注意：書類は封筒に「地球変遷学講
座教官応募」あるいは「地球物質科学講座
教官応募」と朱書きし，簡易書留で郵送し
て下さい．

（参考）
熊本大学理学部地球科学科は2大講座から

なり，4月1日現在，下記のような人員構成
になっています．本公募による教官は，採用
後大学院自然科学研究科（博士前期・後期課
程）を併任していただくことになります．
・地球物質科学講座
渋谷秀敏（教授：古地磁気学）
西山忠男（教授：岩石学）
磯部博志（助教授：鉱物学）
横瀬久芳（助手：地球化学・岩石学）
・地球変遷学講座
岩崎泰頽（教授：古生物学）
尾田太良（教授：微古生物学・古海洋学）
嶋田　純（教授/学科長：水文学）
長谷義隆（助教授：層位学・古生物学）
松田博貴（助教授：堆積岩石学）
秋元和實（講師：微古生物学・古海洋学）
豊原富士夫（講師：構造地質学）
木元（徐）学東（助手：微古生物学・古海
洋学）
講師以上の地球科学科教官は大学院自然科

学研究科を併任しています．
地球科学科兼担教官
・大学院自然科学研究科
本座栄一（教授/大学院専任：海洋地学・
テクトニクス）



No. 425 Landslide Hazard Assesment and
Cultural Heritage (1998_2002)
Leader：佐々恭二
No. 434 Land-Ocean Interactions during
Cretaceous (1999_2003)
Leader：平野弘道
5． 日本にWorking Groupが組織され
ているプロジェクト

No. 368 : 上掲
No. 379 : Karst Process and Carbon Cycle
(1995_1999)
Representative：吉村和久
No. 383 : Palaeostress, Neotectonics, Geo-
dynamics and Natural Hazards in West
Pacific/Asia (1996_2000)
Representative：佃　栄吉
No. 384 : Impact and Extraterrestrial Sphe-
rules (1996_1998)
Representative：三浦保範
No. 396 : Continental Shelves in the Quater-
nary (1996_2000)
Representative：斎藤文紀
No. 406 : Circum-Arctic Palaeozoic Vertebra-
tes (1996_2000)
Representative：後藤仁敏
No. 411 : 上掲
No. 425 : 上掲
No. 434 : 上掲
No. 437 : Coastal Environmental Change dur-
ing Sea-level Highstands (1999_2003)
Representative：海津正倫
6． 1999年（平成11年）度の日本の活動
No. 368 : 「東ゴンドワナにおける原生代地質
事件」
昨年10月宣昌（中国）において，IGCP-

411および440との共催で国際シンポジウ
ム“Geodynamic and Tectonic Evolution of
China and Related Gondwana Crustal
Fragments”を開催し，その講演要旨集を
“Gondwana Research, vol. 2, no. 3”として
刊行した．同時に，三峡地域および泰嶺山

脈においてフィールドワークショップを開
催した．科研費により3～4月および5～7
月にはインドの研究者を日本に招聘し，ま
た，11月にはインドにおいて共同調査を
実施した．2001年に大阪で開催する国際
シンポジウムの組織委員会が発足し，本年
3月第1回の委員会と研究集会を開催した．
No. 379 :「カルスト過程と炭素循環」

昨年6月に ’99 Samchok International
Cave Sympojium が開催され，日本から1
名が参加した．8月に南アフリカで，また，
9月にはスロバキアでビジネスミーティン
グが開催され，後継プロジェクトの議論が
進められた．
No. 383 :「西太平洋・アジア地域の古応力，
ジオダイナミクス，ネオテクトニクス及び
自然災害」
地質調査所が事務局となり，本プロジェ

クトがすすめている東アジア自然災害図が
完成に近づいている．トルコ地震や台湾地
震に関連して，地震断層の現地調査を行っ
た．
No. 384 :「インパクトと地球外球粒」

事情によりプロジェクトは1998年をも
って終了となったが，予定通り昨年9月山
口において 「宇宙・地球惑星環境国際シ
ンポジウム（PIECE ’99 ）」を開催した．
科技庁・文部省とハンガリーとの2国間協
定があるので，今後しばらくは国内の活動
を続ける．
No. 396 :「第四紀の大陸棚」

昨年3月「沿岸・外洋遷移域における物
質輸送と貯留に関するワークショップ（ア
ジアにおける陸と海のリンク）」が地質調
査所の主催で開催され，本プロジェクトが
後援した．第4回年会は昨年7～8月ダー
バンにおいて，INQUAの前に開催され，
日本から1名が参加した．
No. 406 :「北極圏を取り巻く地域の古生代脊
椎動物」
昨年 9～ 10 月にラトヴィアにおいて

“IGCP 406 Circum-Arctic Palaeozoic  Verte-
brates Riga Meeting”が開催されたが，日
本からの参加者はなかった．
No. 411 :「東・南アジアにおけるゴンドワナ
ランド起源テレーンのジオダイナミクス」
昨年10月宣昌（中国）において，IGCP-

368および440との共催で国際シンポジウ
ム“Geodynamic and Tectonic Evolution of
China and Related Gondwana Crustal
Fragments”を開催し，その講演要旨集は
“Gondwana Research, vol. 2, no. 3”として
刊行された．同時に，三峡地域および雲南
から桂林に至るヴェトナムとの国境地帯で
フィールドワークショップを開催した．
No. 425 :「文化遺産と地すべり災害予測」

昨年9月にパリのユネスコ本部において
国際会議を開催し，日本から5名が参加し
た．中国・華清池と雲仙七面山の地すべり
運動予測や徳島県祖谷谷の文化遺産と大規
模地すべり監視など，現在24のサブグル
ープが活動中である．
No. 425 :「白亜紀の炭素循環及び生物多様性
の変動」
本年1月に開催された古生物学会の際，

第1回の国際シンポジウムを開催し，今後
の活動方針を決定した．また，古生物学会
においてシンポジウムを共催して開催し
た．
No. 425 :「高海水準期における海岸環境の変
化」
昨年11月ハワイにおいて第1回のミーテ

ィングが開催され，特別講演や研究報告が
行われ，日本からは3名が参加した．
7． 新しいプロジェクト

平成12年1月31日～2月3日，パリのユ
ネスコ本部で開かれたIGCP科学理事会に
おいて，13の提案のうち，以下の7つが本
年から新しく発足するプロジェクトとして
採択された．
IGCP_433 Caribbean Plate Tectonics (2000_

2004)
Dr. Manuel A., Iturralde-Vinent, Museo
Nacional de Historia Natural, Obispo  no.
61, Plaza de Armas, La Habana 10100, Cuba,
Fax : (537)_62_0353, e-mail : iturralde@
mnhnc. inf. cu
IGCP_443 _Magnesite and Talc_ Geological
and Environrnental Correlations (2000_

2004)
Dr. Martin Radvanec, Geological Survey of
Slovak Republic, Markusovska cesta 1, 052
40 Spisska Nova Ves, Slovak Republic, Fax:
(421)_965_426709, e-mail : radvanec@gsrc-
snv.sk 
IGCP_448 World Correlation on Karst Eco-
system  (2000_2004)
Prof. Yuan Daoxian, The Institute of Karst
Geology, CAGS, 40 Qixing Road, Guilin,
Guangxi, China, 541004, e-mail : dxyan@
mailbox.gxnu.edu.cn
IGCP_449 Global Correlation of Late
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本会の名誉会員である都城秋穂氏は，地質
学の進歩に対する貢献のために，1999年7月，
インド地質学会（Geological Society of India）

から名誉会員（Honorary Fellow）に選ばれた．
同氏は1977年にアメリカ地質学会からア

ーサー・L・ディ・メダルを，1981年にベル
ギー王立科学アカデミーからポール・フルマ
リエ・メダルを，1992年には万国地質学会
議からA.スペンディアロフ賞を受賞した．
また，古くからロンドン地質学会（1971年）
やフランス地質学会（1976年）の名誉会員
であるが，アジア諸国の地質学会から名誉会
員に選ばれたのは，これがはじめてである．
なお，インドについていうと，都城氏は

1984年にインドのカルカッタ市にある有名
なアジア学会からボース記念メダルを贈られ
たことがあるが，同氏はインドを訪問したこ
とはない由である．

都城秋穂氏　インド地質学会の名誉会員に ――――――――――――――――



Cenozoic Fluvial Deposits  (2000_2004)
Dr. David Bridgland, Department of
Geography, University of Durham, South
Road, Durham DH1 3LE, United Kingdom.
Fax : (44)_191_374_2456, e-mail : D.R.
Bridgland@durham. ac. uk
IGCP_450 Proterozoic Sediment-Hosted
Base Metal Deposits of Western Gondwana
(2000_2004)
Prof. Sundaram S. Iyer, Department of
Physics and Astronomy, University of
Calgary, Calgary, Canada T2N 1N4, Fax:
(1)_403_220_7773 or (1)_403_289_3331, e-
mail : iyer@ucalgary.ca
IGCP_453 Modern and Ancient Orogens

(2000_2004)
Dr. J. Brendan Murphy, Geology Depart-
ment, Saint Francis Xavier University,
Antigonish Nova Scotia, Canada, B2G 2W5,
Fax : (902)_867_2457, e-mail : bmurphy@
stfx.ca 
IGCP_454 Medical Geology (2000_2004)
Dr. O. Selinus, Geological Survey of
Sweden, PO Box 670, SE-75128 Uppsala,
Sweden, Fax : (46)_18_179210, e-mail :
olle.selinus@sgu.se
以上の結果，現行のプロジェクトは，

O.E.T. の5を含めて計45となる．新しいプ
ロジェクトに参加しておられる方，および，
参加を希望される方はご連絡下さい．

8． 御質問等がありましたら下記にお寄せ下
さい．
委員長　土　隆一　
〒422_8035 静岡市宮竹1_9_24
土研究事務所
電話 054_238_3240 Fax 054_238_3241
e-mail : vyz01502@niftyserve.or.jp
幹　事　波田重煕　
〒657_8501 神戸市灘区鶴甲1_2_1
神戸大学大学教育研究センター
電話 078_803_7601 Fax 078_803_7640
e-mail : hada@kobe-u.ac.jp

（文責　土　隆一・波田重煕）
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委 員 会 だ よ り

☆地層名命名規約策定委員会

国際層序ガイド第2版要約版の販売について
日本地質学会では，新しい｢地層命名のガイド｣を2001年の1月より，地質学会のすべての出版物に対して適用することになりま

した．｢日本地質学会地層命名の指針｣はすでに地質学会ニュースの4月号に掲載されています．なお，このガイドには大筋が書い
てあるだけで，詳細は「国際層序ガイド第2版（1994）」に従うことになっています．しかし，「国際層序ガイド第2版（1994）」は
大部であり読みこなすのが大変です．同様の困難さは世界的にもあったものと思われ，その要約版がEpisodes v. 22, no. 4（1999）
に公表されました．この度，国際地質科学連合の国際層序区分小委員会委員長リカルディ氏より，下記のような要約版リプリント
販売の案内が寄せられました．これを機会に，多くの会員に読んでいただければ幸いです．注文は下記の注文先に個別にお願いし
ます． （地層名命名規約策定委員会委員長 天野一男）
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んと言っても今回の変成岩総研の目玉は，「坂野vs鳥海」の
論争にあったといえるでしょう．10年来の坂野さんらのグ

ループによる岩石学的研究から，三波川帯の広域変成岩は時計回り
の温度・圧力履歴を持つとほとんど誰もが信じていたのに対し，鳥
海さんら東大の研究グループは，昨秋の地質学会で反時計回りの温
度・圧力履歴を打ち出しました（1図）．その後，坂野さんは「あ
れは絶対に違う」との意見を表明，これに応えて今回の総研の世話
役である静大の増田さんが，両者の議論の場を正式なセッションと
して設けたわけです．ある意味では，日本の変成岩研究の2大巨頭
が仲間割れを始めたわけで，これは見物だと誰もがこの会に注目し
ていました．
この対決は北大の渡辺さん司会のもと，初日の第1ラウンド，2

日目の第2ラウンドを通じて延べ4時間もの時間をかけて行われま
した．まず第1ラウンドは鳥海さんサイドが反時計回りを主張する
番でした．東大院生の岡本君，乾さんの両名が，それぞれ角閃石，
ざくろ石を用いたGibbs法による反時計回り径路導出の経緯を発表
形式で述べ，これを鳥海さんが総括しました．一夜明けての第2ラ
ウンドでは坂野さん，榎並さんといった時計回り側がこれまでの研
究論文のデータをもとに反撃，両サイドゆずらぬ白熱した議論が行
われました．ただし，私の聞いていた限りでは，結局のところ決着
にはほど遠く，もの別れといった感じでセッションは終了しました．
このセッションでは，いろんな立場の研究者から考慮すべきコメ

ントが出ました．中でも印象的だったのが，京大のWallisさんの
「温度・圧力履歴にほぼ疑いのない変成帯の岩石を使って，岡本君
や乾さんのGibbs法の妥当性を検証したらどうか」というコメント
に対し，茨城大の田切さんが「三波川帯こそがそうだと思っていた
のに…」と発言したことでした．三波川帯はそれくらい，世界的に

な

見ても非常に多くの岩石学者が研究題材としてきた地域なのです．
これは今回の事件（反時計回り径路の提案）が相平衡岩石学の信用
問題に関わっていることを端的に表しています．温度・圧力径路は，
変成帯の形成，上昇のテクトニクスに対する重要な制約条件となる
ものです．例えば，時計回りと反時計回りの温度・圧力履歴を説明
しようとする場合，それぞれの履歴に対して提案されている沈み込
み帯の温度構造はかなり異なってきます（2図：筆者がこれまでの
耳学問の範囲で描いた概念図）．ところが，プロの岩石学者の間で
すら温度・圧力履歴に同意が得られないとすれば，岩石学の提示す
る情報は，テクトニクスを語ろうとする他分野の研究者から「あて
にならん」と無視されかねません．この意味で，今回の問題はきち
んと解決することが絶対に必要であると筆者は考えます．どちらの
説が正しいにしろ，何が原因でこのような食い違いが生じたか，こ
れからは何に気をつけて岩石学を適用してゆかねばならないかを明
確にし，岩石学という手法の信用を回復しなくてはならないでしょ
う．

の他，一般のセッションにおいては院生を中心とした若手
研究者が新しい風を吹き込ませつつあることが感じられた

のが有意義でした．例えば，京大院生の松本さんは結晶成長モデル
の数値計算から，鉱物に残された組成累帯構造が必ずしも温度・圧
力条件の変化を反映したものではないことを論旨の一部として述べ
ました．これは古典的な岩石学に警鐘を鳴らすと同時に，より精密
な岩石学の構築に向かう発表として意味深いものでした．松本さん
の発表後，「古典論じゃ本当にだめか？」と食い下がる鳥海さんと
の激論はかなりの長時間にわたりました．また，東大の臼杵さんは
固体内拡散を掘り下げ，かねてから岩石学の非平衡現象への拡張に
積極的に取り組んでおられますし（今回はポスター発表），筆者も
三波川エクロジャイトを題材にし，構造地質学と岩石学の融合を目
指すと同時に，平衡のチェック等，これまでの岩石学が抱えている
問題点の指摘を折り込んだ口頭発表をやらせてもらいました．2001
年のIEC（国際エクロジャイト会議）に向けては，若手を中心に三
波川帯や蓮華帯のエクロジャイトに関する新知見もいくつか発表さ
れました．こういった意味では，鳥海・坂野論争の火付け役である
岡本・乾両氏を筆頭に，多くの若手研究者が新しい問題を提起し，
変成岩研究を活性化させる方向に動いています．全体としては，こ

こ数年の総研に比べても最も強く若手の台頭が
感じられる刺激的な場であったと感じています
し，変成岩研究はこれからまだまだおもしろく
なっていくなという予感の持てた総研でした．

謝辞：増田俊明教授はじめ，今回の変成岩総研
をスタッフとして盛り上げてくれた静岡大のみ
なさまに心から感謝いたします．また，本原稿
の粗稿に目を通してコメントしてくれた数人の
学生，教官の方々にもお礼申し上げます．あり
がとうございました．

常時投稿をお待ちしております．院生コーナ
ーの編集は，現在，以下の2人で行っておりま
す．e-mailでいただければ幸いです．

698g5040@mn.waseda.ac.jp 島田耕史（早大）
moria@gbs.eps.s.u-toyo.ac.jp 守屋和佳（東大）

そ

院生コーナー

変成岩総研報告
（於伊豆；2000, 3/15-3/17）
京都大学大学院理学研究科地質学鉱物学分野

青矢睦月

図2．時計回り（左）および反時計回り（右）の温度・圧力経路に対して考えうる沈み
込み帯の温度構造．黒矢印は岩石の移動経路を示す．あくまでも大雑把な図であり，
温度構造の時間変化や移流の効果は入っていない．

図1．時計回り（左）および反時計回り（右）の経路を示した温度・圧力図（概念図）
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☆北海道支部

ともに学ぶ自然教室
士別で地質野外観察！！

北海道北部の士別周辺の地質について，とくに地学以外の教員や
一般の方々，そして子どもたちを交えて，ゆっくりと野外で観察し，
子どもたちや一般の方々にどのように理解してもらえるかを学び会
う会を企画しました．もちろん専門の方々にも楽しいコースです．
興味のある方は是非参加して下さい．

日程と内容：
6月 24日（土）午後：剣淵の新第三紀火山岩，第四紀粘土層（広
域風成塵），そして焼き物
剣淵の中生界（東和コンプレックス）
25日（日）午前と午後：士別から幌加内（蛇紋岩，ハンレイ
岩，角閃岩，蝦夷累層群）

案内者：加藤，岡本，平松，石井，八幡

集合時間と集合場所：24日12時45分（JR士別駅前駐車場）
解散時間と解散場所：25日14時30分（士別市立博物館）
参加費：500円（資料代）
定員：約30人
・移動は自家用車か，博物館のバスを使用（予定）
・参加は1日だけでも可能ですが，申し込み時に申し出下さい．
・宿泊施設の手配はいたしません．各自にお任せいたします．す
なわち，夜の学習会や懇親会はありません．

申し込み締め切り：6月15日
申し込み先：申し込みはハガキかfax，またはe-mailで，下記まで
お願いいたします．
八幡正弘　〒060_0819 札幌市北区北19条西12丁目　
北海道立地質研究所
Fax  011_737_9071 e-mail : yahata@gsh.pref.hokkaido.jp

主催：北海道地学教育ネットワーク＊

士別市立博物館

＊ 構成：日本地質学会北海道支部，地学団体研究会北海道支部，北
海道地学教育連絡会

（文責：八幡正弘）

支部コーナー

第2回執行委員会

4月17日に14 : 00～20 : 00の長時間にわたって，新年度への引き
継ぎと新年度の活動について，報告・審議が行われました．出席者
は，立石・公文・高橋・佐々木・渡部・荒戸・伊藤・湯浅の各執行
委員と水野事務局長．また，平副会長は全般的な状況把握のために，
夕刻からは徳岡副会長も移行問題に関係して参加し，長時間にわた
る中身の濃い議論がなされました．
おもな報告は，① 3月 27日づけで日本技術者教育認定機構

（JABEE）に正式加入したこと，②平成12年度科研費補助金「研究
成果公開経費（B）」が昨年度に続き不採択となったこと，③3月
27日に地質科学連合の設立総会があり，その正式名称が「地質科
学関連学協会連合」と正式に決まったことなどでした．
新年度の重要課題の一つとして，改正された規約にそった細則の

制定と新体制への移行措置をスムーズに進める必要性が取り上げら

れました．移行処置検討委員会（仮称）を早急に立ち上げて，基本
的な方向について6月定例評議員会の議を経て，松江大会で臨時総
会を開き，移行過程における基本的なところ（選挙・役員任期の移
行処置など）を決めるのが妥当であろう，との結論を得ました．
もう一つの重要課題はJABEEであり，6月頃までに教育カリキュ

ラム案まで策定する必要がある情勢であることが確認されました．
三宅委員長を中心とするワーキンググループが立ちあがって活動を
始めており，そこでの作業の進展を図りながら，応用地質学会,全
地連との協議を進めることとなります．
定期刊行物（地質学雑誌，The Island Arc誌）の形態を工夫して，
出版助成を効果的に受けられるようにすることも，現在ワーキング
グループが具体的に検討しています．課題の多い新年度ですが，重
要度の高いところから順次に，1つずつでも良いから確実に結果を
出していくことが大切になると感じています．

執 行 委 員 会 だ よ り

標記評議員会を下記のように，6月17日（土）に開催いたします．傍聴希望の方は6月12日（月）12 : 00までに執行委員会宛，氏名・連絡先

を記入した申請書をご提出ください．

2000年度第2回定例評議員会のお知らせ

2000年度第2回定例評議員会

日　時：2000年6月17日（土）13 : 00～17 : 30
場　所：北とぴあ　901会議室（東京都北区王子）



12 日本地質学会News 3 （ 5）

先月号のこの欄でも少しふれましたが，アイランドアーク誌
Vol. 9 の第1号であるIssue 1の宛名書きに問題がありました．
すなわち，宛名のいちばん上の行の本来購読者氏名が書かれる
べきところに，名前の代わりに出版社で用いているコード番号
が入ってしまうという間違いが多数起こり，その結果，個人の
住宅に郵送されたものは番地や部屋番号をたよりに何とか無事
届いたものが多いかったようですが，大学や研究所，学校，博
物館など機関宛に郵送されたものは，誰に配っていいものかわ
からず，かなり混乱が生じてしまったようです．郵便物を仕分
けする担当の事務の方が購読者を覚えていてくれて無事購読者
に届いたものもあるようですが，迷子本として，事務室や資料
室，果ては守衛室にストックされたものや，いろんな部署をた
らい回しにあったあげく本人にたどりついたものもあるようで
す．また，無事受け取ったとしても，印象を悪くされたと思い
ます．実際，学会の事務局やアイランドアーク編集事務局宛に
警告をされてきた方も何人もおられますし，出版社の
Blackwell Science Asia社（オーストラリアのメルボルン）にク
レームを送られた方も何人もおられるようです．アイランドア
ーク編集事務局でも，出版社のBlackwell Science Asia 社の担
当責任者に実際に送られてきた間違ったアドレス表記をまとめ
たものを提示してその原因と対策について釈明をもとめまし
た．その後送られてきた釈明によりますと，コンピューターシ
ステムを新しくした際にミスを起こしたもので，今後は慎重に
行うこと，今回雑誌が届かない人がいた場合には，Blackwell
Science Asia社から雑誌を再度郵送するから連絡してほしい旨
の連絡がありました．

いくつかの問い合わせを受け，アイランドアーク編集事務局
としても，遅ればせながら5月の連休明け早々に，全国の大学，
研究所，学校，博物館などの機関でE-mailアドレスがわかる人
がいる場合には，事態を説明し，上記雑誌を受け取っているか
どうか，受け取っていない場合は，その機関のどこか（事務室
や資料室など）に配達先不明郵便物としてストックされている
可能性が大きいことから捜して欲しいこと，出版社のコード番
号の最初の3文字（日本を表すJAPの前の3文字）のアルファ
ベットは，購読者の姓の初めの3文字からきており，誰宛のも
のか判断する手がかりになること，その機関では誰々が購読し
ていること，もし捜しても見つからない場合は出版社に再送を
要求するので連絡してほしいこと，などを書いたメールをお送
りしました．また，メールアドレスがわからない人については，
ファックスをお送りしました．その結果，大部分の人について
は，何とか無事届いたとか，捜してみた結果見つかったという
連絡でしたが，一部の人については捜しても見つからなかった
というものでした．もし，購読者の方で，Vol. 9, Issue 1をまだ
受け取っておらず，また，ありそうなところをあたっても見つ
からなかったという人がおられましたら，至急アイランドアー
ク編集事務局長（担当：徳橋，toku@gsj.go.jp）までご連絡く
ださい．

この機会に，アイランドアーク誌の配送をめぐるトラブルに
ついて，これまでの経緯を振り返ってみたいと思います．3年
前から，アイランドアーク誌の購読料は，学会の事務局が会費
と一緒に徴収するとともに，特に購読中止の連絡がない限り自
動継続にするという方式に改めましたが，これにより，アイラ
ンドアークの配布をめぐるトラブルはそれ以前と比べて格段に
減少しました．それ以前は，毎年秋の地質学雑誌に折り込まれ

たあるいは会費請求用紙といっしょに郵送されてきた郵便局の
振込用紙を使い，一年単位で次の年の購読を申し込む必要があ
ったために，ついうっかり振込を忘れてしまい，次の年の年度
途中から申し込む人も多かったのですが，その結果，年度前半
の雑誌が未着となるといったトラブルが絶えず，それで嫌気が
さしてやめてしまった人も多かったようです．しかしこの郵便
局の振込用紙の使用というのも，それ以前は，毎年英文のイン
ボイスを用いて出版社に直接カードで支払うか，あるいは銀行
で高い手数料を払って小切手等で支払うかの方式であったため
に，特に後者の場合大変不評で，その改善策として考案された
ものだったのです．またカードで支払った人のなかには，自動
継続と錯覚した人もいて次の年にそのままにしていたために，
自動的に購読中止となった人もおられたようです．

3年前に編集事務局が二代目の今の体制に代わり，地質学会
の執行委員会と連携して購読者の拡大運動（500人突破運動）
に取り組んだ折も，まずいろんなところからアイランドアーク
の在庫をかき集め，過去に未着の雑誌がある購読者に対しては，
優先的に配布するようにしました．過去の問題の解決なくして
新規の拡大はありえないと思ったからです．いずれにせよ，一
年ごとの購読申し込みでなく，自動継続になってからは，購読
の手続きが簡素化されるとともに，未着といった配送をめぐる
大きなトラブルは格段に減ったといえます．

編集事務局を引き継いだ最初の年に，過去の配送をめぐるト
ラブルの解決にいろいろ悩まされたこともあり，現在のシステ
ムになってからも，毎年Vol.が変わる年の初めにBlackwell
Science社から，購読者のアドレスリストを送ってもらい，学
会事務局に連絡があり次第その都度出版社に連絡している送付
先変更が正しくなされているかどうか，新規の購読者の名前が
加わっているかどうかなどを中心として，全体的なチェックを
行っております．今年もそのようなチェックを2月に行いまし
たが，今度は今回のような予期せぬトラブルが発生し，出版社
には強く抗議しましたが，一方ではがっくりしたというのが正
直なところです．しかしながら，春の移動者の送付先変更の件
もあり，4月に再度アドレスリストを送ってもらい，今度は一
人一人のアドレス表記をチェックし，おかしいところを多数指
摘し，修正を要求しました．

こうしたトラブルが起きる原因としては，出版社と発送会社
との連絡体制の問題，担当者が多くの学術誌を扱っていて多忙
であること，人事配置の関係か担当者がよく変わること，など
が指摘されますが，さらにその背景としては，厳しい財政状況
と経営の効率化が考えられます．しかしいずれにせよ，アドレ
スの誤った表記は，学術誌作成のためのそれまでの多くの人の
努力を台無しにしてしまう可能性があるので，これまでのやり
方，特にエクセルに項目ごとに格納された購読者アドレスのデ
ータベースの中身のチェックとともに，それをアドレス表記に
変換する際の変換方法のチェックやオウトプットされたものの
チェック体制を根本的に見直してくれるように強く要請しまし
た．

編集事務局の役割というのは，投稿原稿の流れを管理し，編
集委員長が中心になって行う編集業務一般を事務的業務を中心
に側面から支援することにあります（こちらはほとんど渡部編
集事務局長が担当）．したがって，今回のような住所表記のチ

The Island Arc だより
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ェックなどの作業は，編集事務局長としてではなく，あくまで
地質学会の役員（評議員）あるいは会員として，購読者の名簿
等を管理する地質学会事務局を補佐する立場から行っておりま
す（こちらはほとんど徳橋が担当）．これも地質学会が主体と
なって発刊し今日まで成長してきた公式欧文誌のアイランドア
ークの持続的発展を願うからにほかなりません．ときどき問題
は生じますが，上に述べていますように，大局的には少しづつ
改善しながら今日に至っております．今後ともみなさまのより
いっそうのご理解・ご協力・ご支援をお願い申し上げます．

特にもう少しで購読者が400人を越しますので，新規購読も
よろしくお願いいたします．現在の購読者をみてみますと，既
に定年退職された高齢の会員の方も多数おられます．しかしい
つまでもこれらの方に頼っているわけにはいきません．私（徳
橋）個人としては，会員全員の購読とそれによる購読料の大幅
な値下げという根本的な対策を願っているのですが，現状では，
現役の会員諸子，特に中堅から若手の会員の方の新規購読を切
望する次第です．21世紀の国際化社会に向けて，アイランド
アークをあなたの座右の書の一つに加えていただければと思い
ます．

なお，購読者の方で送付先に変更が生じた場合は，お手数で
すが，地質学雑誌の送付先変更の連絡とは別に，毎年秋（昨年
の場合，9月号～11月号）の地質学会ニュース誌に折り込まれ
ているアイランドアーク新規購読・変更届け用紙を，学会事務
局にその都度速やかに届けるようにお願いいたします（E-mail
で送られてもかまいません．詳細は上記用紙をご参照くださ
い）．また，送られてきた雑誌の宛名表記に間違い等あった場
合も，学会事務局へご連絡ください．面倒とは思いますが宜し
くお願い申し上げます．

The Island Arc編集委員長
小川勇二郎（筑波大学，電話 0298_53_4307, Fax : 51_9764,
E_mail : yogawa@arsia.geo.tsukuba.ac.jp）
好幸（京都大学，電話 0977_22_0713, Fax : 22_0965,
E_mail : tatsumi@bep.vgs.kyoto-u.ac.jp）

The Island Arc編集事務局長
徳橋秀一（地質調査所，電話 0298_61_3676, Fax : 61_3666, 
E_mail : toku@gsj.go.jp）

渡部芳夫（地質調査所，電話 0298_61_3677, Fax : 61_3666, 
E_mail : nabe@gsj.go.jp）

執行委員会・常置委員会・会計監査・支部

執行委員会：委 員 長　立石　雅昭（新潟大学）
庶　　務：公文富士夫（信州大学） 庶　　務：高橋　正樹（茨城大学）
会　　計：佐々木和彦（応用地質） 会　　員：足立　勝治（アジア航測）
編　　集：渡部　芳夫（地質調査所） 編　　集：荒戸　裕之（帝国石油）
行　　事：伊藤　谷生（千葉大学） 国際交流：湯浅　真人（地質調査所）

各　支　部：北海道支部：木村　方一（北海道教育大）
東 北 支 部：矢内　桂三（岩手大学）
関 東 支 部：遠藤　　毅（基礎地盤）
関 西 支 部：井本　伸広（京都教育大学）
西日本支部：西村祐二郎（山口大学）

＊前回掲載分で，一部誤りがありました．お詫びして改めて掲載致します．

2000年度日本地質学会会長・副会長および評議員
会　長　　小松　正幸（任期　2000～2001年度）
副会長　　平　　朝彦（任期　2000～2001年度） 徳岡　隆夫（任期　2000～2001年度）
評議員会議長　周藤賢治（任期　2000年度）
評議員（任期　1999～2000年度まで）

会田　信行　　　赤羽　貞幸　　　秋葉　文雄　　　阿部　国広　　　天野　一男　　　在田　一則　　　上砂　正一
大友　幸子　　　小林　和宏　　　酒井　治孝　　　周藤　賢治　　　田結庄良昭　　　滝田　良基　　 良幸
立石　雅昭　　　那須　孝悌　　　楡井　　久　　　野村　　哲 Martin, Andrew J. 松本　俊幸　　　丸山　茂徳
矢野　孝雄　　　湯浅　真人　　　吉川　周作　　　渡部　芳夫
（任期　2000～2001年度）
赤羽　久忠　　　足立　勝治　　　荒戸　裕之　　　磯u 行雄　　　板谷　徹丸　　　伊藤　谷生　　　井内　美郎
菊地　隆男　　　木村　　学　　　久保　和也　　　公文富士夫　　　斉藤　尚人　　　佐々木和彦　　　佐瀬　和義
柴崎　直明　　　高須　　晃　　　高橋　正樹　　　高安　克己　　　田崎　和江　　　徳橋　秀一　　　鳥海　光弘
新妻　信明　　　廣野　哲朗　　　別所　孝範　　　渡辺　暉夫
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1999年度第 4回定例評議
員会議事抄録

2000年5月8日
日本地質学会評議員会議長（1999年度）

小泉　格

日　時：2000年3月17日（金）12 : 30～17 : 00
場　所：筑波大学大学会館特別会議室
出席者：小松正幸会長，坂 幸恭・徳岡隆夫

副会長，小泉　格評議員会議長
足立勝治，足立久男，阿部国広（代
高橋），会田信行，赤羽貞幸，赤羽
久忠，秋葉文雄，天野一男，在田一
則，磯崎行雄，板谷徹丸，上砂正一，
永広昌之，大友幸子，菊地隆男，久
保和也（代　渡部），公文富士夫，
熊井久雄（代　吉川），小出良幸，
小林和宏，佐々木和彦，佐瀬和義，
酒井治孝，柴　正博，柴崎直明，周
藤賢治，田結庄良昭，田崎和江（代
大友），高橋正樹，高安克己，滝田
良基，巽　好幸，立石雅昭，徳橋秀
一，那須孝悌（代　柴），新妻信明，
楡井　久，野村　哲（代　赤羽貞），
別所孝範（代　佐瀬），真砂英樹，
マーテイン・アンドリュー（代　天
野），松本俊幸，丸山茂徳（代　磯
崎），矢野孝雄，湯浅真人（代　足
立勝），吉川周作，吉田武義，渡部
芳夫　各評議員　水野篤行（事務局）
小川勇二郎（説明者） 金井克明・
赤松　陽（傍聴者）

冒頭に小泉　格評議員会議長より説明者及
び傍聴者の紹介があった後，第3回定例評議
員会の議事抄録の承認を確定したいと述べら
れ，これに対し，第3回議事抄録（ニュース
誌3巻1号38ページ）中の会則改正案第10条
2項（評議員会関係事項）の「…その結果は
総会に報告する」の記述は当日の討議結果と
異なるので，「…その結果は総会に報告し，
承認を求める」に訂正して欲しい，との発言
があった．徳岡隆夫会則細則等改正委員会委
員長より，討議結果の認識に誤りがあったの
でそのように訂正すると述べられ，小泉議長
よりあらためて上記訂正が確認された．
次いで，同議長より議題のなかの「平成13
年度科研費審査委員候補者の選出について」
においては候補者に対する投票とその結果の
整理に時間を要するので，「報告事項」に先
だってその投票を行いたいと提案された．こ
の提案が承認され，天野一男科研費問題検討
小委員会委員長より説明と審査委員候補補者
の推薦があり，投票が行われた．

報告事項

1． 執行委員会報告
（1）第一庶務委員会

天野一男第一庶務委員長より次の報告があ
った．
1） 次の研究助成等の推薦依頼・募集があ
った．
（1）第311回（平成12年度）三菱財団自
然科学研究助成（応募期間：平成11
年12月20日～2年2月22日）．

（2）平成12年度東レ科学技術賞および
東レ科学技術研究助成（推薦締め切
り：10月10日）．

2） 次の共催・協賛・後援等を承諾した．
（1）日本学術会議主催「インターアカデ
ミーパネル2000年会議および第8回ア
ジア学術会議（2000年会議：5月15
日～18日，学術会議：5月13日～18
日；東京国際フォーラム，ホテルニュ
ーオータニ）（後援，2月22日付け）．
なお，日本学術協力財団に対して関係
の協力費1口（1万円）を拠出した．

（2） UNESCO_IUGS_IGCP368/411/440
主催，国際シンポジウム「ロデイニ
ア・ゴンドワナ超大陸の形成・分裂と
アジア大陸の成長」（2001年10月6日
～30日，大阪）（後援，3月6日付け）．

（3）第1回全国石のシンポジウム（平成
12年10月1日，島根県モニュメント
ミュージアム来待ストーン，宍道町改
善センターで開催）（後援）

3） 次の転載等を許可した．
（1） 小嶋　智会員に対して，地質雑，
105, 651～667論文のFig. 1（1999）
（亀高正男著）と地質学論集，55,（印
刷中）小嶋・亀高論文，Fig. 4を，韓
国地質学会誌，日韓構造研特集号の
Kojima, S. et al. 論文に転載．（1月14
日付け）

（2）ゴンドワナ研究会吉田　勝会長に対
して，日本地質学会ニュース，2, 10,
p. 6，第8回国際南極シンポジウム参
加報告（吉田　勝ほか）を，ゴンドワ
ナニュースレター，13に転載（2月3
日付け）．

（3）東京書籍（株）に対して，地質学雑誌，
105, 3，口絵第3, 4図（須藤俊彦ほか），
同，103, 2，第4図（東田・小池），リ
ーフレット「大地の動きを知ろう」中
の図を，同社刊「地震列島日本の謎を
探る」（日本地質学会編著）に転載（2
月9日付け）．

（4）地質調査所に対して「地層名辞典」
（日本地質学会編，著作権：地質調査
所，出版権：東京大学出版会）の電子

化とデータを，同所作成予定の「地層
名検索データベース」へ転用．

（5）植村　武会員に対して，下記を「構
造地質学要論（仮称）」（同会員著，愛
智出版）に転載；地質学雑誌，80, 65
～ 74p論文，第10,11,12 図，同前，
102, ，170～179論文，表1，日本地質
学会第76年学術大会総合討論会「グ
リーンタフに関する諸問題」討論資料，
267～273論文，第3図（3月2日付け）．

（6）（株）アイ・エヌ・エーに対して，地
質学雑誌，104, 11の口絵，第1, 2, 7図
の「岩手の活断層」（岩手県総務部消
防防災課著）への転載．

4） 鎮西清高地質科学総合研連委員長より
2月11日付けで，地質科学関連学会連合
の創立集会を3月27日（月）13 : 30～
16 : 00に日本学術会議で開催することと
したとの通知があった．執行委員会では，
天野一男第一庶務委員長に出席を依頼す
ることとした．
5） 選挙委員会より選挙委員長に手塚裕樹
委員が選出され，役員選挙の立候補者数
は次のとおりであるとの報告があった．
会長　1名，副会長　2名，評議員　38
名．
6） 日本学術会議鎮西・青木・斎藤3会員
より1月7日付けで，平成13年度科研費
審査委員候補者の選出日程が従来より早
まり，各学会からの推薦者の決定はおそ
くも4月中旬までにお願いしたいとの連
絡があった．
執行委員会ではこれをうけて，選出を

第4回定例評議員会で行うこと，平成13
年度の審査委員候補者の選出の準備につ
いては今年度科研費問題検討小委員会に
依頼すること，これらのことを同小委員
会に連絡し，同時に評議員に対して至急
了承を得ることとした．また，関連して，
科研費問題検討小委員会委員の交代は第
4回定例評議員会では行わず，2000年度
第2回以降の定例評議員会で行うことと
した．
7） 第18期日本学術会議会員候補者選出
に関して，第3回定例評議員会で候補者
を選出後，地質科学総合研連関連の会員
候補者から辞退があり，第13回（1月）
執行委員会において検討の結果，会員候
補者として坂　幸恭副会長を推薦し，推
薦人・同予備者については第3回定例評
議員会で選出されたとおりとしたいとの
結論となった．関係者本人の了承を得た
上，このことを小泉　格評議員会議長に
報告し，評議員の了承を求めるよう依頼
した．その後，同議長から，評議員に向
けての了承を求める文書に対してとくに
異議は寄せられなかったので評議員会と

学　会　記　事
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して上記処置を了承するとの連絡があっ
た．この結果を含めて，必要書類を整え
た上，次のように関係者の推薦届けを2
月15日に学術会議に対して行った．
会員候補者/推薦人/同予備者/（推薦人会
議日程）
地質学研連　
斎藤常正/小泉　格・天野一男/磯崎行
雄/5月16日（火）午後
地質科学総合研連　
坂　幸恭/徳岡隆夫/公文富士夫/5月17
日（水）午前
鉱物学研連　
鳥海光弘/小松正幸/周藤賢治/5月17日
（水）午前
8） JABEE（日本技術者教育認定機構）
に関して第3回定例評議員会で承認され
た，検討のためのワーキンググループを
発足させた．当面の構成は次のとおりで
ある（順不同）．三宅康幸，立石雅昭，
岩松　暉，坂　幸恭，遠藤邦彦，高橋正
樹，天野一男，中川康一，山内靖喜．ま
た，執行委員会においては，JABEEの
役割，地質学とくに大学の教育，関係教
室の将来に及ぼす影響，応用地質関係の
関連学会のJABEEへの対応等を検討し，
その重要性から本学会として早急に
JABEEに加入すべきであるとの結論と
なり，第4回定例評議員会に対して，加
入を執行委員会から提案することとし
た．さらに，本件については全地連から
応用地質学会・地質学会・全地連の3者
間で対応に関して非公式的な懇談会を行
いたいとの申し入れがあり，これを了承
した．その後連絡の結果，3月15日（水）
午後3時から全地連で開催されることと
なった．（ニュース誌，3（1），p. 6～8
参照） （議題へ）

9） 文部省と大学入試センター宛の要望
書，「大学入試センター試験における理
科「地学」科目の分離・独立に関する要
望書」を2000年1月11日付けで提出し
た．

10） 露頭保全に関する日本地質学会表彰に
ついて，第3回定例評議員会における各
賞問題検討委員会の答申を受けて，次の
2件を新たに授賞候補者としての検討を
各賞選考委員会に依頼した．
・石川県知事：「大桑層模式地の露頭保
全」
・岡山県大佐町長：「大佐町内の大佐山
2露頭の保全」

11） 日本天文学会より2月14日付けで，
「国立大学・大学共同利用機関の独立行
政法人化問題に関する日本天文学会およ
び日本学術会議天文学研究連絡委員会の
共同声明」が送付された．

12） 地理関連学会連合世話人より2月21日
付けで，地理関連学会連合総会の開催の
案内があり（ 3月 27日， 11 : 30～
13 : 00，早稲田大学16号館305教室），

水野事務局長にオブザーバー出席を依頼
した．

13） 地質科学総合研連鎮西清高委員長より
2月29日付けで，平成13年度の地質科
学関係3細目に関して「5学会科研費審
査委員推薦の懇談会」を4月24日（月）
13 : 30～16 : 30に日本学術会議で開催す
る旨の連絡があった．

14） 中長期的に見て，今後の事務局体制，
事務局職員後継者の育成，事務局長の後
任者等の問題は財政面も大きく関係する
が，避けて通れない大きな課題であると
いう認識のもとに．2000年度にあらた
めて検討することを次期執行委員会に引
き継ぐこととした．

15） 会則・運営細則改正案に関し，多数の
会員から要望書が評議員会議長宛提出さ
れた

16） 2000年度インターネット運営委員を
一部交代とすることとした（濱本拓志会
員から川畑　博会員へ）

17） 金井克明・赤松　陽両会員から本評議
員会傍聴の希望が提出され，了承した．

（2）第二庶務委員会

足立勝治執行委員長（第二庶務委員長代行）
より次の報告があった．
1） 地質学論集の売上状況（1999年12月
末現在）（以降分については整理中）

上記のほか，No. 52（1999. 10,800部印刷）
221． No. 53 （1999. 11,700部印刷）69．
2） 地質学論集の刊行について
（1）第3回定例評議員会以降，次の論集
が刊行された．
54号　タフォノミーと堆積過程―化
石層からの情報解読―（小笠原憲四
郎・近藤康生編），195 p，600部，
販売価格2,900円．
55号　ジュラ紀付加体の起源と形成
過程（木村克己・小嶋　智・佐野弘
好・中江　訓編），221 p，700部，
販売価格2,800円．

56号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要
素と改変過程（高木秀雄・武田賢治
編），253 p，700部，販売価格2,900
円．（3月15日刊行の予定）

（2）地質学論集の新ルールつくりについ
て
第3回定例評議員会において今年度

中からの検討が求められたもので，執
行委員会で意見交換の結果，第二庶務
委員会と編集委員会で現在の論集に関
する問題点を整理した上，107年総会
で会則改正案が成立した場合には，今
後出版企画委員会で取り扱われること
となるので，次期にその点を考慮しな
がら検討してもらうこととした．

3） ニュース誌について
3月号の編集状況
内容：報告，中部地質情報展「20億
年のタイムトラベル」＋博物館紹
介＋国際フィッショントラック研究
会参加報告＋紹介＋ご案内+公募＋
院生コーナー＋The Island Arcだよ
り＋執行委員会より
本年度（第2巻4号～第3巻3号の発行
総ページ数は452 p（見込み）である．

4）リーフレットについて
（1）リーフレット「大地をめぐる水―水
循環と地質環境」について
普及教育実行委員会に依頼していた普
及の観点からの検討結果が届けられた
ので，編集代表者に連絡をとり，検
討・修正を依頼した．

（2）リーフレット刊行申し込みのフォー
ム等について
リーフレット刊行計画書の様式を，地
質学論集のものに準じて作成した．ま
た，リーフレットの刊行手続きは基本
的には地質学論集の刊行規定にしたが
うものとするが，性格上異なってくる
点もあるために，販売，査読体制等を
含めて別に内規を設けることとした．

5）普及教育実行委員会から「地震列島日
本の謎を探る」（日本地質学会編著）（東
京書籍刊，四六判236ページ，1,500円）
が発行されたとの報告があり，併せて印
税の取扱について検討して欲しいとの要
請があり，執行委員会で意見交換の上，
高橋正樹実行委員長からの提案にしたが
い，今後同様な場合には印税の5割を学
会に寄付してもらうルールとし，学会で
は“事業準備金”のような“特別会計”
を設けて受け皿とすることとした．
6）2000年度における普及教育実行委員会
の活動については第二庶務委員会が扱う
こととした．
7）「21世紀の地学教育を考える大阪フォ
ーラム」の中川康一実行委員長より，3
月25日開催の「第2回プレフォーラム兵
庫」の案内が送付された．

（3）会計委員会

佐々木和彦会計委員長より次の報告があっ

No.30 No.31 No.32 No.33 No.34 No.35 No.36
(1988) (1988) (1989) (1989) (1990) (1990) (1990)

1500 1000 1100 1000 1000 1500 1000

1390 802 945 780 840 973 891

No.37 No.38 No.39 No.40 No.41 No.42 No.43
(1992) (1992) (1992) (1993) (1993) (1993) (1994)

1000 1000 1000 1000 1000 1000 1000

810 810 714 660 729 744 782     

No.44 No.45 No.46 No.47 No.48 No.49 No.50
(1995) (1995) (1996) (1997) (1997) (1998) (1998)

1000 1500 1000 1000 1000 1000 1000

516 1313 569 358 522 473 817

No.51
(1998)

1000

267

1 号数の下の（ ）中は発行年度
2 第1段は発行部数
3 第2段は総売上部数
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た．
1） 1999年度決算報告 （議題へ）
2） 同　会計監査報告　3月7日に長瀬和
雄・青野道夫両会計監査により会計監査
が行われた．
2） 2000年度予算（改訂）案を作成した．

（議題へ）
3） 2000年2月4日付けで新井房夫名誉会
員より，2月9日付けで斎藤林次名誉会
員より，それぞれ10万円，2万円の寄金
が寄せられた．
4） メダルの在庫がなくなったので100個
の追加作成を依頼した（見積額約62万
円）．また，外部に対する表彰状の体裁
について他の機関からの賞状と比べて見
劣りのしない程度のものとするのが望ま
しいので，次回総会の機会にあわせて，
新たに一定の型を作成した（見積額：
76,440円）．
5） 入会の促進を計るために，A3判二つ
折りでA4判4ページ程度のカラー印刷
の入会案内を試作することとした．（試
作品が評議員会の席で回覧された）

（5）会員委員会

滝田良基会員委員長より次の報告があっ
た．
1） 会員の動静（2月末現在）

2） 次の入会承認を行った（敬称略）．
計28名
賛助会員（0）：
正会員（7）：尹　銑（Yoon, Soon）（1.
17），泉谷泰志，元山茂樹，三輪伸央，
張以相，佐藤裕一郎（以上5名，2. 14），
家永浩平（3. 7）
院生会員（10）：引地　朗，江南　亮，
高橋昭紀，山口弘海（以上4名，1. 17），
楠橋　直（2. 14），川島悟一，丹羽正
和，島田光雄，溝口一生，細野高啓
（以上5名，3. 7）
学生会員（11）：坂本大輔，松岡敬恵，
大久保景子，佐藤洋平，岡本　恵，伊
庭靖弘，田中義太郎，印南陽子（以上
8名，2. 14），前川　淳，谷川　亘，
西野真一郎（以上3名，3. 7）

3） 逝去者（敬称略） 計3名
正会員（3）：樋掛鉄也（1999. 12. 20），
富澤恒雄（2000. 2. 24），萩原一憲
（2000. 2. 27）

4） 次の退会承認を行った（敬称略）．
計78名　　　　　　　　　　　　　　　　
正会員（70）：稲垣英昭，岡崎美彦，舘
由紀子，佐藤陽一，岡　賢一，諏訪
健，今中啓喜，高橋　清，松下勝秀，
中里　薫，立石賢二，大山晃弘，北山
依志，奥村義郎，河野迪也，加藤耕一，
小野朋典，楠見　久，佐々木敏雄，笹

嶋貞夫，関　陽児，佐藤忠則，三木幸
蔵，竹野恵美，増田瑞彦，中村　威，
石川　玲，岡本誠司，対馬勝吉，長井
輝美，西山　哲，増森敬三，西山誠蔵，
梅田朝美，外山涼一，新川直子，真鍋
真，Mio Mohannmad Mohiuden，岡
田大爾，高橋照之，袴田和夫，中沢広
行，伊藤知佳，田中志朗，清水靖夫，
矢島一昭，春田　明，大沢澄可，大山
直見，矢島太郎，関谷一義，若林茂敬，
佐竹信隆（以上，53名，1. 17），豊留
浩人，青木　滋，権藤好子，山口　勝，
武沢　正，飯塚友之助，安藤保二，山
田和生，大嶋和雄，竹中英樹，萬福真
美，若宮俊治，宇佐見和子，越智啓喜，
池見洋明，高橋真二（以上16名，2.
14），鈴木隆広（3. 7）
院生会員（8）：銭　祥富，島田賢舟，松
本和也，長岡香百合，杉本憲彦（以上
5名，1. 17），稲垣静枝（2. 14），川渕
清嗣，山足友浩（以上2名，3. 7）

5） 次の会員種別変更を行った．
学生から院生へ　26名，正から院生へ
4名，学生から正へ　6名，院から正へ
171名．

（6）編集委員会

渡部芳夫副編集委員長より次の報告があっ
た．
1） 地質学雑誌の編集状況（3月6日現在）
（1）106_3 論説5 短報1 （校正中）
（2）106_4 論説4 短報1 （入稿済み）
（3）手持ち論文　論説16 総説1 短報2
編　（7月号まで確保）

（4）投稿数（2000 年）投稿論文数 7
編 ［論説4編（和文3，英文1），短報
3編（和文1，英文2），口絵（和文）］
昨年比－9

（5）査読中論文　36編
3月21日校了，28日発送予定．

2） 1999年度（第105巻4号～106巻3号）
の論文数，総ページ数など．
論説　和文44編　653 p，英文　12編
148 p，総説　和文　2編　27 p；短報
和文　11編　44 p，英文　1編　4 p；
ノート　和文　2編　6 p；　討論
和文　2編　7 p，英文　2編　4 p．
計：和文　61編，英文　15編　155 p．
（英文比率　17％）
総計　掲載論文76編，論文掲載ページ
892 p，ノンブル掲示総ページ916 p．
口絵　和文10編　20p 英文2編　4 p．
計24 p （英文比率　17％）．

3） 本山　功（筑波大）・野村律夫（島根
大）両会員に新たに編集委員を委嘱する
こととした．

（7）行事委員会

公文富士夫行事委員長より次の報告があっ
た．
1） 第107年総会・シンポジウム　2000年
3月18日～19日，つくば市，筑波大学
において開催．準備は順調に進められて

きた．
2） 第107年年会　2000年9月29日（金）
～10月1日（日），松江市，島根大学に
おいて開催．ニュース誌1月号に案内と
トピックセッションの公募記事を掲載し
た．3月19日に行事委員会を開催して，
調整の上，セッションを決定する．
3） 第108年年会（2001年秋），金沢．田
崎評議員より次の連絡があった．
金沢で第3回準備会を開催し，2001年の
地質学会を下記のように決定した．
期日；2001年 9月21（金），22（土），
23（日）
場所；9月21，22日は金沢大学総合教育
棟，23日は文教会館（金沢市内）
組織；組織委員長：大村明雄，事務局
長：荒井章司，事務局窓口：田村芳彦，
財務係：田崎和江，プログラム：長谷
川卓，石渡　明，田村芳彦，会場：加
藤道雄，塚脇真二，巡検：石渡　明，
溝口秀勝，宿泊・交通：佐藤　努，懇
親会：酒寄淳史，行事委員：田崎和江

4） 第109年以降（2002年） 検討中
（8）国際交流委員会

磯崎行雄国際交流委員長より報告事項はと
くにないとの報告があった．
2． 選挙委員会報告
足立勝治執行委員長（選挙管理委員長代行）
より次の報告があった．
1999年度選挙委員会手塚裕樹委員長より，

3月4日に行われた日本地質学会2000年度役
員選挙の開票結果が次のように報告があっ
た．
有権者総数　5,100名　　投票用紙発送数
5,046名　　投票総数　1,722通（内訳：
有効投票　1,700，白票　5，無効投票
17）
当選者は次のとおりである．
会長　小松正幸　　副会長　平　朝彦，徳
岡隆夫
評議員　＜大学＞田崎和江　公文富士夫
渡辺暉夫　＜民間＞荒戸裕之　足立勝治
柴崎直明　＜官公庁＞徳橋秀一　赤羽久
忠　久保和也　＜教員＞佐瀬和義　斉藤
尚人　別所孝範　＜院生＞廣野哲朗　＜
得票順＞木村　学　磯崎行雄　新妻信明
板谷徹丸　井内美郎　高橋正樹　高安克
己　佐々木和彦　高須　晃　菊地隆男
鳥海光弘　伊藤谷生

3． 研究委員会報告
（1）南極地質研究委員会

本吉洋一委員長より次の報告があった．
前回報告以降，委員会としての活動は行っ

ていないが，関連する行事として2000年1月
29～30日愛媛大学において東南極セミナー
を開催し，おもにSEAL計画の中で実施され
た東南極のナピア岩体の超高温変成作用およ
び関連するテーマについての発表ならびに討
論を行った．
このセミナーでは，SEAL計画の前半3年

間（1996_1999）で得られた成果を総括し，

賛助 名誉 正会員 院生 学生 合計

1999.11.30 51 58 4645 611 62 5427

2000.  2.29 52 56 4629 461 30 5228

増・減 ＋1 －2 －16 －150 －32 －199
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今後の研究目標を確認するとともに第VI期5
カ年計画（2001_2006）の調査計画の骨子の
策定も行った．引き続きエンダビーランドの
調査を継続する意向が強かったが，輸送手段
の多様化によってなお流動的な要素が残され
ていることも了承された．
（2）環境地質研究委員会

香村一夫委員より環境地質部会の活動報告
とともに，次の報告があった．
＜シンポジウムの開催＞
2000年11月　第10回環境地質学シンポ
ジウム（東京）―予定―
＜普及活動＞
（1）リ－フレット―水循環と地質環境―
の原稿は完成．印刷に向けて，学会事
務局と協議中．

（2） COGEOENVIRONMENT（Com-
mission on Geological Sciences for
Environmental Planning）では，パ
ンフレット―Planning and Managing
the Human Environment―を発行して
いる．この各国語版作成がCOGEOの
事業のひとつであり，すでにロシア
語・中国語版などが担当国で完成して
いる．当委員会では，英語版のパンフ
レットの内容に若干の補足を加えた日
本語版の作成を目ざし，作業部会を設
けて検討中である．第31回 IGC（ブ
ラジル）までに完成する予定である．

（3） Tectonic Map of Asia （CGMW）研究委員
会

渡辺暉夫委員長から「全体委員会のSecre-
taryであるMoscow Univ.のLeonov教授から
何の連絡もない．今後についてはIGC（ブラ
ジル）での結果を見て，委員会を解散するこ
とになるかもしれない」との報告があった．
（4）ヒマラヤ地質研究委員会

在田一則委員長より次の報告があった．
第106年年会（名古屋大会）において，夜

間小集会「ヒマラヤ地質研究委員会」を開催
した．福澤仁之氏（都立大・理・地理）のよ
る講演「チベット高原北東部のレス古土壌堆
積物とヒマラヤ/チベット山塊の隆起」の他，
文部省科研費で現在行われている4件を中心
にヒマラヤ，チベット地域における地球科学
的調査研究の紹介と情報交換が行われた．ま
た，2000年4月22日_24日に成都（中国）で
開催される第15回Himalaya_Karakorum_

Tibet Internatioanl Workshopの紹介があり，
同ワークショップの日本開催について議論さ
れた．
なお，第107学術大会（松江）において，

ヒマラヤ―チベット関係のシンポジュウムを
予定している．
（4）地質基準委員会

新妻信明委員長より，第3回定例評議員会
で提案した第一次地質基準（案）をさらに一
部改訂の上「第一次地質基準（最終案）」と
してニュース誌（3（2），p. 31～38）に掲載
し，これを第107年総会に諮ることにするこ
と，さらに現在，その内容詳細の説明を目的

とした「地質基準説明書」の刊行に向けて準
備中であることが報告された．これに対し，
地質基準」に用いられている「人工地質体」
は適切な用語でないので，「人工地質」に改
めるべきであるとの強い発言があり，新妻委
員長から「これまでの討議経過を考慮して，
第二次地質基準の見直しの際に検討したい」
と回答された．これを受けて小泉議長より，
評議員会としてそのように了承すると，まと
められた．
（6）地層名命名規約策定委員会

天野一男委員長から「第3回定例評議員会
で承認を得た後，寄せられた意見を考慮して
最終稿とし，日本地質学会地層命名の指針
（案）を作製した．また，引き続き Inter-
national Stratigraphic Guideの翻訳作業を行
っている．指針（案）は第107年総会の議題
とすることになっている」との報告があった
（ニュース誌，3（2），p. 29～30参照）．
（7） 女性地球科学者の未来を考える研究委

員会

田崎和江委員長より，とくに報告事項はな
いとの連絡があった．
（8）地学教育研究委員会

佐瀬和義委員長より次の報告があった．
2月16日（水）に大森昌衛名誉会員のお世

話をいただいて，渡部哲光（わたべのりみつ，
サウスカロライナ大学名誉教授）氏の来日に
あわせて地学教育に関する懇談会を持った．
氏はアメリカに在住し，バイオミネラロジー
研究で活躍されているが，アメリカの理科教
育・地学教育の事情にも明るく，近々『アメ
リカの大学』（仮題）の出版が予定されてい
る．懇談会には東京近辺の教師会員，地学教
育研究委員及び3学会（地団研，日本地質学
会，日本地学教育学会）の地学教育セミナー
の世話人に参加いただいた．日本の理科教育
の動向を考える上で貴重な話を聞くことがで
きた．その内容についてはニュース誌に報告
の予定．
三学会（地団研，日本地質学会，日本地学

教育学会）共催・地学教育セミナー　2月26
日（土）に学習院大学付属中・高等部で「コ
ンクリート問題入門―ここが危ない！コンク
リート」をテーマに『地学教育セミナー』が
開かれた．講師の丸　章夫（地質鉱物エンジ
ニアリング）氏は具体的な例を引いてこのコ
ンクリート問題の実際とその要因についての
講演があった．骨材の鉱物学的な問題，経済
効率のみを追求することから生じる問題や，
校舎に起こりやすいことなど興味深いもので
あった．次回セミナーは秋に開かれる予定．
（9）各賞問題検討委員会 （議題へ）
（10）各賞選考委員会 （議題へ）
（11）事業計画委員会

坂　幸恭委員長より次の報告と提言などが
あった．
【報告】 1999年度は，法人学協会の定款
の分析，法人化を進めている学協会の現
況について情報収集などを行った．

【提言】 1）次期委員会は，新たな会則の

下での本学会の運営状況を見守りなが
ら，新会則に則った定款（案）策定に着
手すること，また，その定款によって運
営される法人像を具体的に策定するこ
と．2）主務官庁として想定されていた
文部省が改組されるなどの外部事情から
見て，早急な法人化の実現にはかなりの
困難が予想される．しかし，本学会が置
かれている下記の情勢を考慮すると，で
きる限り早期の実現を期すべきである．

【法人化の必要性】 1）地質科学連合，
JABEEなど，地質学界全体に関わる問
題については，社会的に認知された団体
として他の関連学協会と連携して対処す
るのがはるかに効果的である．2）地質
基準をはじめ，今後も予想されるこの種
の提言を社会的に広く通用させるには，
任意団体としてではなく，法人として提
唱する方がはるかに効果的である．3）
大学における相対的な地質学の地盤低
下，初等中等教育での「地学」の後退な
どが指摘されて久しい．本学会は，「地
質学教室」が消滅した大学に代わってこ
れらの地質学の危機に対処する強力な機
関として機能する必要に迫られている．
4）財政問題を解決するために，これま
でに採られた受益者負担，諸経費節減の
方策は限度に近づいている．積極的な収
入増を可能とする体制が不可欠となって
いる．5）外部の諸機関，諸団体との契
約がすべて学会でなく個人の名義で行わ
れている現状を改善する必要がある．

（12）会則細則等改正委員会 （議題へ）
（13）名誉会員検討委員会 （議題へ）
4． 日本学術会議報告
斎藤常正会員日本学術会議会員より次の報

告があった．
1） 日本学術会議連合部会（2000年2月17
日）
第17期学術会議は，2000年7月21日

をもって任期を満了するが，今期最後の
総会が6月7～9日に開催予定である．
今回の連合部会は，この総会における議
案の準備状況についての中間的報告が行
われた．
（1）インターアカデミー（IPA）2000年
会議に係わるステートメント（案）等
について
学術会議の運営審議会に付置された

「インターアカデミーパネル委員会」
の吉川委員長から，“ステートメント
（案）”について会員へ審議依頼があり，
その内容の説明が大橋委員（第5部）
からなされた．この会議は“世界のア
カデミーのフォーラム”として1995
年に設立され，現在82か国の科学ア
カデミーが加盟しており，事務局は全
米科学アカデミーに置かれている．そ
の目的は，国際問題について科学的側
面から勧告や情報を政府・国際機関に
提供することと，学術協力をとうして，
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各国が直面する重要な課題解決に貢献
するためのアカデミーの能力を育成す
ることにある．
・インターアカデミーパネル（IPA）
2000年会議について
日時：2000年5月15日～28日．
場所：東京（東京国際フォーラ
ム）．
主催：日本学術会議．参加機関：
世界82か国の科学アカデミー
等．
参加予定者：国外350名，国内
100名．
会議内容：ア）21世紀において
人類が実現すべき持続的発展へ
の移行に向けて，人口や食料，
水などについての問題解決のた
めに科学は何をなすべきか，あ
るいはなし得るかを討議し，今
後人類が進むべき道を提言する
ための宣言の採択．イ）アマル
ティヤ・セン教授（厚生経済学
への貢献により1998年ノーベ
ル経済学賞受賞）の基調講演な
ど，多数の著名な科学者の参加
が予定されている．

（2）第8回アジア学術会議実施要領（案）
の検討依頼
開催の趣旨：ア）アジアの科学者の

意見をIPA2000年会議に反映させるた
め，それにむけての提言をアジア会議
が作成し，IPA2000年会議において意
見発表を行う．イ）2001年5月に，タ
イで開催予定の第 1回 “Science
Council of Asia （SCA）”会議にむけ
た準備について検討を行うこと．会議
開催日時：2000年5月13日～19日．
場所：ホテルニューオータニおよび東
京国際フォーラム．参加国および参加
者：アジア10か国の科学者代表，各
国2名，計20名．

（3）安全に関する緊急特別委員会の審議
状況について（報告と検討依頼）
「現代における安全の概念を明確化
して，それを実現するために現実的に
行われ，また，設置されている法律，
組織，技術などについて調査・考察を
行い，不備を指摘し，改善点を提案す
ること」を目的に，昨年10月に設置
されたこの委員会がとりまとめた「安
全学の構築に向けて（案）」が，久米
委員長から説明された．この件につい
てのシンポジウムが3月23日に予定さ
れている．報告の内容は「考察の対象，
どうして事故になるのか―事故の様相
の概観，安全のマネージメント，技術
者の倫理，規制のあり方，社会の安全
認識，教育の問題，安全活動の基本的
な枠組みの提案，安全学の構築に向け
て，むすび」となっている．

（4）教育・環境問題特別委員会の審議状

況について
「“人間としての自覚”にもとづく

“教育”と “環境”の二つの問題の統
合的解決を目指した－新しい価値観に
支えられた明るい社会の基盤形成」に
ついて，会員と委員からの意見をとり
入れた修正案の説明が，和田委員長か
らなされた．最終的に「勧告」とする
か「声明」とするかは検討中．

（5）女性科学者の環境改善の推進特別委
員会の審議状況について
この委員会において，女性科学者の

環境改善に関する「要望」を政府・大
学等に対して行うこと，また，日本学
術会議の女性会員の比率を高めるため
の内部努力に関する「声明」を出すこ
とを検討中であることが，尾本委員長
から報告された．

（6）化学研究連絡委員会の審議状況につ
いて
「アジア化学・科学技術推進機構の
設立について―人材育成と基礎化学の
振興―（案）」について，「要望」の提
出にむけて審議中であるとの説明が大
滝第4部会員からあった．「アジア化
学推進機構（仮称）」の設立を，アジ
ア諸国の発展に貢献するため，その最
初の試みとして提案するものである．

2） 第4部会（2月17日午後開催）
（1） 平成12年度代表派遣会議および代
表派遣候補者の推薦について
今年度，派遣旅費第1区分〔学術会

議が分担金を負担している国際学術団
体の評議員会・総会への代表派遣〕に
ついて，地質科学・地理学グループか
らは，国際地質科学連合（IUGS）第
11回総会・評議会ならびに第31回万
国地質学会議に斎藤常正第4部会員，
国際地球化学・宇宙化学協会2000年
総会に矢内桂三地球化学・宇宙化学研
連委員，第29回国際地理学会議総会
に榧根　勇第4部会員，第2区分〔学
術会議が分担金を負担している国際学
術団体の運営に関する会議への出席の
ための旅費〕として，国際地図学協会
理事会に森田　喬地図学研連委員，第
3区分〔会員および研連の委員の国際
会議出席への旅費〕として，国際地質
科学連合第11会総会ならびに第31回
万国地質学会議に西脇二一地質学研連
委員，補欠として松枝大治鉱物学研連
委員が推薦された．

（2）科学研究費補助金の分科細目別対応
研究連絡委員会一覧表の修正について
最終的な科研費の分科細目別対応研連
一覧表が承認された．分科「地球科学」
では，地球物理学の3細目に電波科学
研連が加えられ，地質科学では細目
「地質学」に地質研連と第四紀研連，
「層位・古生物学」に地質学，古生物
学と第四紀研連が加えられた．

（3） 平成14年度開催国際会議の共同主
催申請について（審議依頼）
平成14年度共同主催国際会議につ

いて12件の申請があり，8件採択の予
定．なお，地球科学関連の会議は申請
されていない．通信投票で順位を付す
ことになった．

（4）国際対応委員会の改組について「申
し合わせ」の一部改正について

旧
「国際対応委員会の改組について
（申し合わせ）」
IGBP・HDP研連（仮称）
STEP専委，DELP専委

新
「国際対応に係る委員会について
（申し合わせ）」
地球環境研連
STPP専委，ILP専委

（5）対外報告等について
下記の対外報告案が審議承認され

た．
・化学研連「アジア化学推進機構の設
立について（要望）」
・地理学研連「環境問題についての地
理学からの提言」
・第4部会「理学（基礎科学）研究の
推進について」
・核科学総合研連「原子力の利用に伴
う安全確保の体制について」

（6） 平成14年度科学研究費補助金に係
わる「時限付き分科細目の設定」につ
いて
標記について第4常置委員長から検

討依頼があった．第4部では各研連に
おいて検討し，設定希望があれば平成
12年6月16日（金）までに回答する
こととした．

5． 各研究連絡委員会報告
（1）鉱物学研連，及び鉱床学専門委員会との
合同会議

高須　晃研連委員より第17期第8回鉱物学
研連と合同会議について次の報告があった．
【鉱物学研究連絡委員会（第17期・第8回）】
日　時：1999年11月12日（金）15 : 30
～17 : 00
場　所：日本学術会議第2部会議室（5
階）
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），
北村雅夫，高須　晃，藤野清志，豊
遥秋，山中高光（鉱物研連委員長代理）
議事要旨
［報告事項］ 省略
［審議事項］

鉱物研連アンケートの集約状況と
今後の取り扱いについて
鉱物研連アンケートの集約状況が

報告された．個人アンケートについ
ては，10月29日現在で76の回答が
あったこと，また便覧的アンケート
については返送されたものが依頼し
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た通りのHTML形式になってなく，
分担者が苦労している状況が報告さ
れた．これら両アンケートについて
は，次回の研連（3月6日（月））に
向けて対処することになった．そし
てその結果を次回の研連で議論し，
研連での議論を踏まえたアンケート
結果を各学会誌に掲載する．
次回の鉱物研連の日程を，2000

年3月6日（月）とした．
【鉱物学研究連絡委員会・鉱床学専門委員
会合同会議（第17期・第7回）】
日　時：1999年11月12日（金）13 : 30
～15 : 30
場　所：日本学術会議第2部会議室（5
階）
出席者：青木謙一郎（学術会議会員），
北村雅夫，高須　晃，藤野清志，豊
遥秋，山中高光（鉱物研連委員長代理），
松枝大治（鉱床学専門委委員長代行），
石渡　明，上野宏共，島田允尭（中嶋
悟の後任），千葉　仁，根建心具，渡
辺　洵
会議に先立って，青木学術会議会員よ

り鉱床学専門委員の中嶋氏が辞任し，代
わりに専門委員に新たに島田允尭氏（九
大）が加わったことが報告された．また，
当面鉱物研連委員長の代理として山中委
員が，また鉱床学専門委委員長の代行と
して松枝委員がなることが了承された．
議事要旨
［報告事項］ 省略
［審議事項］
1． 2006年 IMA組織委員会の発足
について
山中委員より山中委員を組織委

員長とする上記組織委員会発足の
いきさつの説明があり，各学会に
持ち帰って報告と支援のお願いを
してほしいとの要請があった．

2． その他
（1）科研費の特定領域研究で地学
系の採択が1件もないことが問
題として出され，採択されるよ
うにするためには，ともかくも
申請数を増やす必要のあること
が議論された．

（2）最近の大学の独立法人化問題
について，地質調査所の法人化
の例や北大，京大での学内状況
が出されて，若干の意見交換を
した．
次回の合同会議の日程を，2000

年3月6日（月）とした．
（2）鉱床学専門委員会

石渡　明専門委員会委員より次の報告（た
だし，現段階では石渡の単なる個人的なメモ
であり，正式な議事録になるまでには，相当
改変される可能性がある）があった．
日本学術会議鉱物学研究連絡委員会鉱床学
専門委員会　（第17期，第8回）議事録

（案）
日時　平成12年3月6日（月）15 : 30―
17 : 00
場所　日本学術会議6階第7部会会議室
出席者：石渡　明（書記）・上野宏共・
島田允尭・千葉　仁・根建心具・松枝
大治（委員長代行）・渡辺　旬．欠席
者：島崎英彦（委員長）・溝田忠人
（欠席者は書面にてコメント）
本会議に先立って，13 : 30～15 : 30に鉱
床学専門委員会との合同会議が行われた．
これについての報告は省略する．
（1）諸報告

直前の合同会議で報告されたので，省
略．

（2）対外報告の配布先について
今期の鉱床学専門委員会で作成し，既
に刷り上っている対外報告をどこに配布
すべきか議論した結果，以下のような候
補が挙がった．
ア． 日本学術会議の関連研究連絡委員
会の代表
イ． 主要な政党の事務所，主な国会議
員の事務所．
ウ． 資源素材学会など関連諸学会の事
務局．
エ．大学の理工系学部の学部長
オ． 文部省・科学技術庁・資源エネル
ギー庁などの役所
カ．経団連・銀行協会など

一部の委員から，今回の対外報告が
エネルギー資源に全く論及していない
こと，役に立つ学問」を強調していて
純粋科学としての重要性を軽視してい
ることなどの批判があった．

（3） 第17期鉱床学専門委員会の活動内容
について
ア． 対外報告を作成し，既に印刷した．
現在，上で諮ったように配布準備中で
ある．
イ． 鉱床学関連研究者・院生名簿を作
成すべきか否か
これについては，従来型の名簿を作

っても，既に時流に合わず，あまり利
用価値がないという否定的意見が多か
った．全国の鉱床学関連の教室にリン
クしたホームページを作成し，資源地
質学会や岩鉱学会のウェブサイトに載
せたらどうかという案が出て，松枝委
員長代行がホームページ掲載について
学会に打診することになった．
ウ． 日本学術会議の研究連絡委員会の
統廃合
第18期に行われる統廃合で，鉱床

学専門委員会やそれより小規模の専門
委員会が，廃止のターゲットになる可
能性が指摘された．これに関連する資
料として，松枝委員長代行から，日本
鉱業協会・資源産業技術戦略策定委員
会による「資源産業技術戦略」という
大きな報告書の一部のコピーが配布さ

れた．これは30年先の資源確保を睨
む具体的な戦略であり，鉱床分野の
「科学技術基本法」というべきもので，
これをよく勉強して，鉱床学分野を活
発化していく必要が強調された．

（4）その他
ア． 科研費問題（鉱床分野の科研費申
請件数を増やそう）
イ． 大学の独立行政法人化に向けての
対応（現状報告と意見交換）
ウ． 鉱床学専門委員会自体の存在意義
（踏み込んで議論すべきという提案）

（3）地球化学・宇宙化学研連

矢内桂三研連委員から第7回委員会につい
て次の報告があった．
日時：1999年11月29日（月）13 : 30～
17 : 20
場所：日本学術会議第4部会議室（6階）
出席者：野津憲治委員長，青木謙一郎，日
下部実，田中　剛，半田暢彦，松田准一，
矢内桂三，中山健生　各委員
1．報告事項（省略）
2．審議事項
（1）学術会議の改革について

声明「日本学術会議の自己改革」及
び「日本学術会議の位置付けに関する
見解」について意見交換を行い，研連
の改革は第18期の最大の課題になる
であろうとの見通しが述べられた．

（2）科学研究費審査委員推薦について
本研連で行っている科学研究費分科

「地球科学」，細目「地球化学」の審査
委員候補者の推薦について，現在のよ
うに多くの学協会に依頼する意義があ
るか否かについて意見を交換した．

（3）研連の国際対応について
研連の存在意義のひとつに，国際対

応の窓口としての役割がある．本研連
はIAGC（International Association of
Geochemistry and Cosmochemistry）
の日本側対応団体となっている．構成
は個人会員と国会員からなっており，
日本は，22名の個人会員に加え国会
員でもあり，学術会議が分担金を支払
っている．IAGCは，シンポジュウム
の開催，Appl.  Geochem. の出版，
Water_Rock  InteractionなどのWG活
動を行っている．IAGCの創設には故
菅原健氏が尽力し，その後，久城育夫，
増田彰正，木越邦彦，酒井　均（会長），
小嶋　稔の各氏が役員として，日本と
の密接な関係を保ってきた．最近，本
研連あるいは日本地球化学会とIAGC
の関係が希薄になっているのではない
かとの見方があり，その原因と役員の
推薦などによる密接な関係の維持につ
いて意見交換がなされた．また，2004
年のGoldschmidt国際会議開催に際し
ては，本研連としても積極的に協力す
ることが確認された．

（4） 平成12年度代表派遣会議及び代表
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派遣候補者の推薦
矢内桂三委員のIAGC（ブラジル），

田中　剛委員の隕石学会（アメリカ）
派遣を推薦することにした．

（5）第四部対外報告「理学の振興につい
て（仮題）」について意見交換を行っ
た．理念は良いが，対外報告ではイン
パクトが少ないのでは，との見方があ
った．

（6） 地球化学・宇宙化学の推進につい
て：とくに国立大学の独立行政法人化
への対応および総合地球環境学研究所
（仮称）への対応についてそれぞれの
委員が情報を紹介しあった．

（7） その他　次回（第8回）委員会は5
月18日（月）13時30分からを予定．

（4）国際学術協力事業研連

土 隆一研連幹事より次の報告があった．
日本学術会議第7常置委員会からの依頼

により，「国際学術国体及び国際学術協力
事業―1999年度報告書―」に係る原稿に
ついて担当分を執筆した．同報告書は3月
末に刊行される予定．

（5）古生物学研連　

井本伸広研連委員から第8回委員会につい
て下記の報告があった．
日時：2000年3月10日（金） 13 : 30～
16 : 20
場所：日本学術会議　第4部会議室
出席：斎藤常正会員，池谷仙之委員長，小
笠原憲四郎，小泉　格，瀬戸口烈司，棚
部一成，野田浩司，長谷川善和，平野弘
道，井本伸廣
前回議事録の承認後，斎藤常正会員から

学術会議の報告がなされた．報告の内容に
ついては，斎藤会員から評議員会に提出さ
れた報告と重複するので，ここでは省略す
る．
審議事項　古生物タイプ標本データにつ

いて　昨年9月に池谷委員長，平野・小笠
原両幹事名で，タクサ毎の責任者に2000
年3月末原稿提出期限としてデータ作成の
依頼がなされた．現在までの進捗状況につ
いて意見交換がなされた．異なったプログ
ラム相互の互換性の問題，基本的には依頼
したフォーマットを尊重していただくが，
タクサによっては記載スタイルに若干の差
違が生じることもありうること，3月末以
降の作業スケジュールについては委員長，
幹事に一任すること，6月16日に予定され
ている最終委員会までに出版等の目途をた
てること，などが話し合われた．
次回第9回（17期最終）委員会は，2000

年6月16日（金）13 : 30～日本学術会議で
開催することとなった．

（6）地質科学総合研連

鎮西清高研連委員長より次の報告があっ
た．
・平成12年2月1日より，本研連末野重穂
委員から山中高光委員に交代した．

［1］ 地質科学総合研究連絡委員会会議の

報告（平成12年2月24日開催）
（1） 報告の1：日本学術会議連合部会
（平成12年2月17日）
1）インターアカデミーパネル 2000

会議の開催（本年5月15日～18日）．
2）第8回アジア学術会議の開催（ 5
月13日～19日）．3）安全に関する緊
急特別委員会その他の審議経過の報
告．

（2）報告の2：第4部会（平成12年2月
17日）
1）平成12年度代表派遣会議及び候

補者の推薦．2）科研費の分科細目別
対応研連一覧表の改訂（下記［2］（1）
参照）．3）平成14年度以降の科研費
「時限付き分科細目」の検討．
（3）審議事項の1：科学研究費地質科学
関連細目の審査委員推薦について．
地質科学関係の3細目（地質学，層位
古生物学，岩石・鉱物・鉱床学）につ
いて，対応研連の問題，平成14年度
以降の窓口研連の問題などについて意
見交換した．結論として以下の3点が
決まった．1）平成13年度委員の推薦
については，昨年7月に関連5学会と
約束したとおり従来の方式で行う．2）
本年4月24日に5学会との懇談会を開
催して推薦候補者を決める．3）平成
14年度以降の推薦方式については，
第18期の地質科学関連新会員を交え
て本年7月にもう一度懇談会を開催
し，窓口研連その他の決定，および将
来の方針について協議する．

（4）審議事項の2：地質科学関連学協会
連合について．
地質科学関連の14 学協会から参加

の申し込みがあり，本年3月28日に創
立集会を開催することとなった．当日
の議題，創立の主旨・活動方針案等の
原案を討議，決定した．この会議で数
名からなる執行部を選出し，以後の運
営は基本的にその執行部にゆだねるこ
ととなるが，当分は本研連が必要に応
じ協力する．

［2］地質科学総合研連の活動報告
（1）科学研究費補助金審査委員の推薦問
題
科研費審査委員は，従来学術会議事

務局から直接各学会に推薦依頼があっ
たが，今後は窓口研連を経由して行う
方式に変更になった．去る1月6日，
第4常置委員会と研連委員長の合同会
議が開催され，平成13年度からの科
研費審査委員の推薦方式と日程につい
て要請があった．その要点は以下の2
点である．
・審査委員の推薦はすべて関係研連

（窓口研連）が，対応研連と協議して
取りまとめて行う．・推薦の期限が早
くなり，4月末までに関係学協会等か
ら窓口研連へ推薦者名簿を回収，5月

中旬に窓口研連から第4常置委員会に
候補者名簿を送る．この会議で問題に
なったのは「対応研連」であった．昨
年10月の第4部会での議論では，窓口
研連だけを表に出すと決めたが，（恐
らく事務局の手違いで）対応を希望し
た研連すべてが検討されないままリス
トされ提出されていた．対応研連のリ
ストには加筆が可能（削除は不可）で
ある，とのことだったので2月17日の
第4部会において，地質科学関係につ
いて修正し，下記のようにした．すな
わち，
細目地質学：地質科学総合（窓口），
地質学，第四紀，極地
細目層位古生物学：地質科学総合
（窓口），地質学，古生物学，第四
紀
細目岩石・鉱物・鉱床学：地質科学
総合（窓口），鉱物学，極地，結
晶学，
細目地球化学：地球化学・宇宙化学
（窓口），鉱物学
対応研連に含まれている極地研連と

結晶学研連は，昨年9月の段階で対応
研連となる希望が表明されたが，第4
部ではこれら対応研連をいずれもリス
トしない方針であった．それが残され
た経緯は上記の通りである．この2研
連については，9月中に委員の推薦を
お願いする予定はないことを伝えてあ
ったが，上記のような経緯で対応研連
として名が残ったため，改めて1月中
旬に鎮西から協議しないことについて
説明し，了承を得た．なお，細目地球
化学については，地化宇化研連が従来
通り関連18学協会あてに推薦依頼を
行い，その候補の中から研連の委員の
投票によって決する方式をとり，鉱物
研連に特に協議することはしない．ま
た第四紀研連は，対応研連としてリス
トするが委員の推薦を求めないことで
了解されている（2月24日の地質科学
総合研連の席上で確認）．

（2）科研費委員の推薦が早まったため，
4月中旬までに委員を推薦するよう関
連各学会に要請した．だが平成12年
度の委員の名簿が非公開で留任委員も
不明なため，推薦すべき委員候補数は
暫定的で，�名＋αの形で各学会に推
薦を依頼した．5学会懇談会は平成12
年4月24日に実施する予定である．

（3）地質科学関連学協会の連合体の創立
集会について　本研連が中心になって
設立を計画中の「地質科学関連学協会
の連合体」について，その創立集会を
平成12年3月27日（月）午後に開催
することとした．これまでに参加を正
式に決定したと通知があったのは 14
学協会で，参加を見合わせると回答が
あった学会は2（日本地球化学会，日
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本火山学会）である．
（7） IGCP専門委員会 （国際学術協力事業
研連）
土 隆一専門委員長より次の報告があっ

た．
平成12年2月22日（火），日本学術会議に

おいてIGCP専門委員会・同小委員会合同会
議（第17期 第7回）を開催したので報告す
る．
1．第31回 IGCのSpec. Symposium K_1
（IGCP）においてIGCP_434リーダーの
平野弘通氏が日本を代表して“Influ-
ences of the Green house on the
Cretaceous biodiversity”の演題で講演
されることとなった．
2．IGCP本部理事として，坂野昇平氏の任
期満了に伴い，本年から島田充堯氏（九
大教授）が担当されることとなった．
3．1月20日，日本学術会議においてIGCP
特別シンポジウム“21世紀の地球環境
とIGCP”を関係全プロジェクトの参加
により開催し，50名の参加のもとに有
意義に終了した．
4．日本IGCP活動報告1999（英文，和文）
を刊行し，それぞれ関係方面に配布した．

6． 各種委員会報告
（1）科研費問題検討小委員会 （議題へ）
（2）地質学普及教育実行委員会

高橋正樹委員長より，本委員会は時限の委
員会としてこれまで活動してきたが，今年度
で解散し，普及教育の活動は2000年度には
執行委員会の第二庶務委員会のもとで行って
いくこととしたとの報告があった．
（3）インターネット運営委員会

天野一男委員長から「ホームページの運営
は順調に行われている」との報告があった．
（4） The Island Arc 編集委員会

編集委員会徳橋編集事務局長より次の報
告があった．
1） 1999 年（Vol. 8）のThe Island Arc
誌出版状況
ほぼ予定期日通り発刊，配布された

（全体の目次は，添付資料参照）．一般
論文：32 編　　特集＊ 論文：4 編
コメント：2 編　リプライ：2 編 ＊
CRETACEOUS TECTONIC EVENTS
IN THE BORDER REGIONS BE-
TWEEN THE ASIAN CONTINENT
AND THE PROTO_PACIFIC
2） 1999 年（1 月～12 月）の論文原稿
の流れ状況
論文原稿受付：43（受理：21，リ

ジェクト：8，辞退：1，現在進行中
（査読中など）：13） その他原稿：
2（コメント：1，リプライ：1）
3） 学会事務局便り：2000年（Vol. 9）
のThe Island Arc 誌の会員購読者数
（2000. 2. 21現在） 1999年購読者
数：384   2000年購読辞退者：－ 3
2000年新規購読者：＋ 6  合計（2000
年購読者数）：387

当面，購読会員400名突破をめざし
て，引き続き皆様のご協力をお願いし
ます．なお，“地質学会News”Vol. 3
の1 月号に掲載されている1999年度
第3 回定例評議員会議事抄録のなかの
The Island Arc編集委員会の報告（p.
36 左）の3）なかで，34名の新規購読
とありますが，これは校正ミスで，4
名の誤りです（3 から4 への修正指示
が，34となったもの）．

（5） JABEEワーキンググループ
天野一男第一庶務委員長から「ワーキン

ググループのメンバーを決定し，早急に検
討を進めることとなっている」との報告が
あった．
7． 各支部報告
（1）北海道支部

小泉　格支部長より，支部総会を3月25日
に予定しているとの報告があった．
（2）東北支部

矢内桂三支部長より，支部総会は2年に1
度開催の方針のため1999年度には行ってい
ないとの報告があった．
（3）関東支部

遠藤　毅支部長から次の活動報告があっ
た．
1． 1999年度　事業報告
1） 総会および講演会
平成11年5月18日（火） 東京都北
区　北とぴあ
講演
（1）「日本列島の地質大構造と活断
層系」 愛媛大学教授　地質学会
会長　小松　正幸氏

（2）「平成10年度の土砂災害におけ
るソフト対策上の教訓」（財）砂
防地すべり技術センター理事　瀬
尾　克美氏

（3）「那須野原扇状地の水文地質」
農林水産省　関東農政局　地質官
稲本　暁氏

2） 火山灰巡検
平成11年6月4日（金）
「冨士山麓から丹沢山地周辺部のテ
フラと地形・地質をみる」
案内者　東京都立大学　名誉教授
町田　洋氏
東京都立大学大学院教授　山崎晴雄
氏　

3） ミニ巡検
平成12年2月10日（木）
「東京都新橋　汐留遺跡」

4） 名誉会員の推薦
吉田　尚氏を推薦

2． 2000年度　事業予定
1） 総会および講演会
平成12年5月13日（土） 東京都北
区　北とぴあ
講演
（1）「北アナトリア地震紀行―トル
コの地震と活断層」 地質調査所

次長　加藤碵一氏
（2）「台湾，921集集大地震による
地震断層から何を学ぶか」 横浜
国立大学　名誉教授　太田陽子氏

2） 火山灰巡検
平成12年5月26日（金）
「榛名山火山灰巡検」
案内者　群馬大学教授　　早川由紀
夫氏

3） 地質汚染技術研修会
平成12年10月

（4）関西支部

関西支部事務局より次の報告があった．
関西支部はほぼ年に一回の支部例会と，お

およそ2年に一回の西日本支部との合同例会
を開催している．最近の支部例会は1999年3
月に京都教育大学で開催し，11件の講演が
あり約30名が参加して活発な議論が行われ
た．それらの内容をまとめた「日本地質学会
関西支部報」第125号を1999年10月15日付
で発行した．なお，今後の予定としては
2000年3月22日に支部例会を京都大学理学
部で開催することとなっており，さらに今年
中に西日本支部との合同例会を開催すべく準
備中である．
（5）西日本支部

西日本支部事務局より1999年度の活動に
関する次の報告があった．
日本地質学会西日本支部1999年度総会を

2000年2月13日に開催した（出席者：参加
者88名，委任状69名）．主な議事内容は次の
とおりである．
1． 1999年度庶務報告
（1）会員動静　名誉会員へ：早坂祥三，
松本 夫，山本博達

（2）行事
第139回例会　　1999年6月20日　佐
賀大学大学会館
講演　特別講演　1件，オーラル
24件，ポスター　9件

第140回例会および総会　2000年2月
13日　山口大学大学会館
講演　オーラル　18件，ポスター
14件

（3）会報発行
第115号　第139回例会記事（1999年
7月）
第116号　第140回例会及び1999年度
総会記事（2000年3月発行予定）

（4）日本地質学会選挙委員の推薦　田中
和広会員を推薦

（5）日本地質学会名誉会員の推薦　松本
夫会員を推薦

2． 1999年度会計報告
3． 2000年度行事予定
（1） 関西支部との合同例会：2000年
秋　鳥取大学教育学部　（2） 2000年
度総会・142回例会：2001年2月　熊
本大学

4． 2000年度会報発行予定
第117号　第141回例会（合同例会）記
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事（2000年11月）
第118号　第142回例会及び2000年度総
会記事（2001年3月）

5． 2000年度予算案
6． 2000年度役員について　役員会から
下記の案が提案され，了承された．
支 部 長：西村祐二郎（山口大・理）
（新任）
幹事：佐野弘好（九州大・理）（留任），
長谷義隆（熊本大・理）（留任），西田
民雄（佐賀大・文化教育）（再任），宮
本隆実（広島大・理）（新任）
企画委員：松田博貴（熊本大・理）（新
任）
事務局庶務担当　秋元和實（熊本大・理）
（新任）
事務局会計担当　山縣　毅（九州大・比
文）（留任），狩野彰宏（広島大・理）
（留任），宮田雄一郎（山口大・理）
（留任）， 山哲男（福岡大・理）（留
任），山本温彦（鹿児島大・理）（留任），
妹尾　護（倉敷芸術科学大・教養）
（留任）

7． 名誉会員の推薦について　濡木輝一会
員（元岡山大学）が推薦され，了承され
た．

8．関連外部委員会報告
（1）学校科目「地学」関連学会協議会

佐瀬和義委員から次の報告があった．
3月8日（水），都立向丘高校において21

回協議会が開かれた．各学会の地学教育・普
及に関する情報交換がされた．それぞれの学
会でも地学教育に関する委員会などが作られ
活動しているが，岩鉱学会でもその動きが始
まったようである．
話題提供として，清水政義（日本地学教育

学会）氏から，センター試験の物・化・生・
地選択者の数（全体ではおよそ12 : 15 : 14 : 2
の割合），国立2次試験で地学のある大学
（私立大学ではほんの数校），東京のある学区
での地学講座の置き方と選択者の割合などの
資料をもとに高校における地学教育の現状分
析の報告があり，活発な議論があった．最後
にこの協議会の持ち方について意見交換があ
り，当面，日本地学教育学会にお世話いただ
くことになった．次回の協議会は5月31日
（向丘高校）．
（2）自然史学会連合

森田利仁自然史学会連合運営委員（地質学
会選出）より昨秋の総会以降，現在までに決
定した事項の報告が次のように寄せられた．
1） 1999年10月16日に総会，シンポジウ
ム「博物館の21世紀―ナチュラルヒス
トリーの未来」を国立科学博物館分館で
行った．
2） 役員改選で連合代表に森脇和郎（総合
研究大学院大学）が選出された．前会長
の速水　格氏は顧問に就任した．
3） 規約第8項を以下のように改正した．
「総会は団体代表の中から運営委員

（任期2年）を7名程度選出し，活動の立

案と執行を委任する．」に，「また，加盟
団体会員から，連合代表の指名する運営
委員を3名程度加えることができる．」
を加えた．
4） 次期運営委員および会計監査として，
次ぎのものが選出された．
篠原現人（日本魚類学会代表），武田正
倫（日本動物分類学会代表），田中次郎
（日本藻類学会代表），西田治文（日本植
物分類学会代表），馬場悠男（日本人類
学会代表），森田利仁（日本地質学会代
表），以下連合代表の指名より：今井弘
民（日本遺伝学会員），遠藤秀紀（日本
哺乳類学会員），加瀬友喜（日本古生物
学会員）
会計監査（新規）伊藤元己（日本植物

学会代表），原田　浩（地衣類研究会代
表）
5） 連合の会計年度を国に合わせ，4月か
ら3月までとすることにした．
6） ホームページ設置準備：昨年12月，
学術情報センターからサーバー利用の許
可が下りた．
7） 来年度シンポジウムを，「10月14日
（土）午後・科博新宿分館」で行う予定
とした．内容は検討中．
8） 日本学術会議広報協力団体の指定を受
けた．

（3）地球惑星関連学会連絡会

公文富士夫連絡会委員より，とくに2001
年以降の合同大会の運営様式を中心としての
連絡会における討議の状況について報告があ
った．

議　題

小泉　格評議員会議長より議案の「会則・
運営細則等の改正について」を後にまわした
いとの提案があり了承され，また「平成13
年度科研費審査委員候補者の選出について」
は投票の開票作業が時間を要したために，後
にまわされた．
1． 1999年度決算案と 2000年度予算案につ
いて

佐々木和彦会計委員長より，2000年3月7
日に会計監査を受けた1999年度決算案が報
告され，次いで2000年度予算編成に関する
基本的方針（ニュース誌，3（2），p. 28～29）
に基づいて作成された予備的予算案（第3回
定例評議員会で承認）に修正を加えた最終予
算案が提案され，とくに意見なく，拍手で承
認された．
1999年度決算額　
収入合計　98,574,606円　
（前期繰り越し16,392,976円を含む）
支出合計　98,574,606円　
（次年度準備金14,335,419円を含む）
2000年度予算額　
収入合計　104,080,000円
（前期繰り越し14,335,419円を含む）
支出合計　104,080,000円

（次年度事業準備金14,510,000円を含む）
2． 各賞受賞候補者（日本地質学会表彰）の

選考について

田崎和江各賞選考委員長より文書により次
の報告と提案があった．
下記の日本地質学会表彰候補者（4件）に

ついて各賞選考委員全員が一致して賛成した
ので，授章を提案する．これら4件はいずれ
も地方自治体，村，町，県による露頭保全が
対象となっており，生きた教材として地学教
育に大いに貢献している．各地にこのような
地学教育の現場が増えることは，地域の子供
たちをはじめ，広く日本の社会にも地学教育
を普及させることにつながる．さらに，日本
地質学会表彰を授与することは，将来的にも
地質学会の発展と社会への貢献が期待され
る．なお，委員の意見としては，他の賞と違
って，地質学の普及と地質学会の社会的認知
のためには，この種の表彰は積極的にやるべ
しとの意見がほとんどであった．
1． 大鹿村中央構造線博物館
「中央構造線の露頭保全と野外展示活
動」＜賛成＞　推薦者：評議員 柴
正博

2． 三重県飯高町　町長　宮本里美
「中央構造線最大の露頭（月出露頭）の
整備」＜賛成＞　推薦者：執行委員会

3． 石川県　知事　谷本正憲
「更新統大桑層（おんまそう）の模式地
露頭の保全」＜賛成＞　推薦者：執行
委員会

4． 岡山県大佐町　町長
「岡山県大佐町コスモクロアおよびひす
い輝石の露頭保全」＜賛成＞　推薦
者：執行委員会

以上の提案について質疑の後，拍手で承認
した．
3． 各賞問題（1999年度）について
小川勇二郎1999年度各賞問題検討委員長

より，3月17日付けで次の答申があり，質疑
の上，これを承認した．
1999年度の各賞問題検討委員会では，電

子メールを通じてのオンラインの会議を継続
して開き，依頼された事項の検討を行った．
その結果，以下のような答申を行う．
1）「国際賞」の名称問題
答申：「国際賞」の名称については暫定
的に「国際賞」（英訳名：Geological
Society of Japan Medal）とする．
理由：
（1）昨年度総会で承認されなかった案
件（特定の個人名をつける）から，
日があまりたっておらず，早急に別
の個人名を考える時期ではないこ
と．

（2）新たな名称案の再公募を，前年度
委員会の方策に類似したアンケート
などにより行っても，会員に承認さ
れ得る新たなコンセンサスが生まれ
るかどうか確証がないこと．

（3）国際賞の具体的授与の方法（何年
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毎か，またその財源や運営方法など）
が確立していない現状で，名称問題
のみを急ぐ必要性がないこと．

2）出版物と博物館関係の賞
答申：地質学会表彰に組み入れる．授与
する内容は賞状のみとする．
理由：現在の地質学会表彰の規定で授与
し得る対象である．

3）財源問題
答申：各賞の授与に関しての財源の確保
について，具体的な方策を執行委員会
ないし会計委員会で早急に検討するべ
きである．
理由：学会予算で担保すべき学会表彰の
範囲と内容について再確認し，上記国
際賞も含めて表彰予算の運用方策を早
急に確定することにより，今後の学会
表彰の具体的な再検討が可能となるた
め．

4． 名誉会員推薦委員会等について
徳岡委員長より資料にもとづいて説明があ
った．次年度からは名誉会員推薦委員会を設
置し副会長・各支部長および評議員若干名で
構成し（資料には会長が入っていたが削除），
教職（大および小～高）・官公庁・会社の各
階層が少なくとも一人は入るようにして推薦
の作業を行うこと，評議員会では候補者につ
いての推薦理由をつけて審議を行うこと，総
会での報告においても推薦理由をつけ，ニュ
ース誌などでの広報を行うことが承認され
た．また，名誉会員制度とは別に会員歴の長
い会員の表彰制度をつくることについても今
後この委員会で検討することになった．（名
誉会員委員会は任務を終了し，解散した）
5． JABEE（日本技術者教育認定機構）へ
の加入について

天野第一庶務委員長より第3回定例評議員
会においてJABEEに関するワーキンググル
ープの設置が承認された後，構成メンバーが
決まり，三宅康幸委員長のもとで活動を始め
ていることが報告され，また2000年度にお

いては執行委員会から第一庶務委員長が加わ
って欲しいとの要請があり，了承された．
さらに，3月15日（水）に全地連・応用地

質学会・地質学会の懇談会（坂副会長・天野
第一庶務委員長出席）の内容の紹介があり，
そのなかで応用地質学会がすでにJABEEの
会員となったこと，地質技術者教育カリキュ
ラム・ワーキンググループを設けて検討を進
めていること，地質学会のワーキンググルー
プと対応して動いていきたいとの発言があっ
たこと，懇談会の結論として今後，両学会が
合同の委員会を作り，連携してカリキュラム
案等を検討していく，などのことが紹介され
た．これらの経過説明と，JABEEの目的・
事業内容と加入の意義・必要性の指摘に基づ
いて，同委員長から日本地質学会としての
JABEEへの加入（年会費：10万円）が提案
された．
以上に対して，質疑，賛成討論の後，拍手

で加入の提案を承認した．
6． 会則・運営細則等の改正について
徳岡会則細則等改正委員会委員長より配布

資料（最終答申）にもとづいて説明がなされ
た．会則改正については第3回定例評議員会
の議事抄録の一部の記述については評議員か
ら異議が寄せられ，評議員会の冒頭の議事抄
録の訂正をもとに委員会としての修正提案
［会則10条2項（評議員会）「結果を総会に報
告する」→「結果を総会に報告し，承認を求
める」］がなされ，承認された（なお，会則
改正についてはニュース誌1月号掲載の委員
会による記事等に対して19通（70人）の意
見が寄せられ，その多くはこのことに関連し
た意見であった）．また，同条同項の「評議
員会のもとに運営に必要な委員会をおく」に
ついては委員会から「評議員会のもとに必要
な委員会をおく」に修正提案・承認された．
運営細則・役員選挙細則改正案については

前回に引き続いて逐条審議が行われ，一部の
修正・追加がなされ，今後も評議員会として
継続した検討が必要であることを踏まえた上

で承認することとなった．なお，総会で会則
改正が承認された場合の実施時期については
2001年秋の金沢での年会の際に第1回総会を
行うことを目標として2001年度から実施す
ることとし，その実現のために新年度の評議
員会においては諸規則・移行処置検討委員会
（仮称）を早急に設置して，運営細則以下の
委員会などの規約の整備，運営細則・役員選
挙細則の継続審議，ならびに移行に関る具体
的な処置を検討することが提案され，委員の
人選を徳岡委員長と新執行委員長とで行い，
活動を開始することを含めて承認された．
7． 平成 13年度科研費審査委員候補者の選
出について

本評議員会の冒頭に行った審査委員候補者
の投票結果に必要な調整を加えた結果が天野
一男科研費問題検討小委員会委員長より報告
され，質疑の上，下記のように候補者を推薦
することを決定した．なお，この結果を4月
24日における他学会との調整を経て，最終
候補者を地質学総合研連より学術振興会に推
薦することになるとの報告があり，了承され
た．
【地球科学2段】立石雅昭（1位），伊藤谷
生（2位），小松正幸（3位，学会内留保），
木村　学（4位，同前）

【地質学1段】在田一則（1位），高木秀雄
（2位），横田修一郎（3位），小川勇二郎
（4位），多田隆治（5位，学会内留保），
酒井治孝（6位，同前）

【層位古生物1段】永広昌之（1位），公文
富士夫（2位），八尾　昭（3位，学会内
留保），高安克己（4位，学会内留保）

【地球化学1段】大場忠道（1位），永原裕
子（2位）

【地球科学2段，地球化学関係】矢内桂三
（1位），兼岡一郎（2位）

8． 第107年総会の議事について
標記について，足立勝治執行委員長より第

3回定例評議員会で決定されたとおりの内容
としたいとの提案があり，了承された．

ご案内 追加

本会以外の学会およ
び研究会・委員会よ
りの催し物のご案内
を掲載します．

主　催：日本結晶学会・日本学術会議結晶学
研究連絡委員会

日　時：2000年7月1日(土) 9 : 50～18 : 00
（受付開始9 : 30）

会　場：千代田放送会館（千代田区紀尾井町
1_1 電話：03_3238_7401 地下鉄「永田

「21世紀の結晶学」
―創立50周年を記念して―
シンポジウムのお知らせ

町」駅下車）
参加費：講演は聴講無料，懇親会参加費
5,000円（1名あたり）
申　込：E_mailまたはFaxで，参加希望者
名と所属，懇親会参加の有無をご記入の上，
日本結晶学会事務局（E_mail : cr-symp@
rlz.co.jp, Fax : 03_3815_8529）へお送り下
さい．当日参加も歓迎します．懇親会参加
費は当日徴収します．
プログラム
・はじめに 岩崎不二子

（日本結晶学会　会長，電通大）
・結晶学研究連絡委員会の50年

藤井保彦（日本学術会議結晶学研究連絡
委員会　委員長，東大）

・日本結晶学会の50年とアジアの結晶学
大橋裕二（アジア結晶学会　会長，
日本結晶学会　前会長，東工大）

・国際結晶学連合IUCrと日本の役割
田中通義（国際結晶学連合　副会長，

東北大）
・21世紀の地球・惑星・宇宙と結晶学―惑
星探査計画と鉱物結晶学―

大隅一政（高エ機構　物構研）
・21世紀のエレクトロニクス材料と結晶学
―電子デバイス開発の現場から―
古宮　聰（富士通研究所　基盤技術研）

・21世紀の物性物理学と結晶学―構造と電
子物性― 福山秀敏（東大　物性研）
・21世紀の化学と結晶学―多次元構造化学
と有機結晶設計への展開―

岩崎不二子（電通大　電気通信）
・21世紀の生物学と結晶学―ゲノム構造生
物学のインパクト―

横　茂之（東大院理）
・ 21 世紀の創薬と結晶学―スタート：
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cDNA，ゴール：医薬リード化合物―
松崎尹雄（三菱化学　横浜総合研）

・21世紀の結晶成長と結晶学―分子線エピ
タキシーを中心に―

西永　頌（名城大理工）
・21世紀への結晶学の夢

菊田惺志（高輝度光科学研究センター
放射光研）

・おわりに 加藤範夫
（国際結晶学連合　元会長，名大名誉教授）
・懇親会
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